はじめに、必ず お読みください 


ドアホン親機編 


W 


Panasonic 

取扱説明書 


ワイヤレスモニター付テレビドアホン 

品き VL - SWN 352 KL I 電源 コ-ド 式 I 




V し - IVIWNS 已吕 KL 


このたびは、ノけ■ソニック製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございまず。 


■ 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

■ご使用前に r を全上のごま意 j ( 10、11ぺージ)を必ずお読みください。 

■保証書は、「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととを 
に大切に保管してください。 


工事説明書 
別添付 


巧証書 
別添付 


確認と 
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来客応答/ 
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再生 


室内通話 
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サービス 
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巧定 


別売機器 
との連携 
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困った 

とさ 




































































はじめに 


VL - SWN 3 已 2 KL の構成 


ワイヤレス 

モニター 親機 カメラ玄関モ機 モニター テ機 

V し MVVN 3 已 2 K し※ V し V 已 2] し VL - W 日〇已 



本書では、このよラに表記しています 

《ドアホン親機の表面には rVL - MWN 3 已2」と表示されていまず。 

♦説明書は各機器ごとに分かれていまずので、ご使用になる機器の説明書をお読みください。 
(陪日ページ） 
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お PS い合わせのミい機能を探しやずくしました 

(詳しいもくじは6ぺージへ) 



84 

ページ 


76 

26 

30 

33 


増設でをる 


子機-増設モニター-玄関モ機は？側売品—覧) 


参テ機は、付属と合ねせて 6 台まで。 1 併用時は 
参増設モニターは、 1 台のみ。 1 合ねせて 6 台まで。 

参玄関テ機 （ ドアホン)は、付属と合わせて 3 台まで。 

子機を J 邑やす I こは:？ （ドアホン親機への登録) 






留守中に 巧客の映像や用件を記録したい！ （留守設定) 


録画した画像を見るには？ （画像再生) 


子機と話すには？ 语內通話） 

•別売のテ機を増設すると、テ機間通話をできまず。（豚仔機編」31ページ) 


よくあるご質問 


付属の子機は、 電話のモ機として使えるの？ 

■モ機を別売の電話/ファクスに登録(増設)ずれば使えまず。 

増設でさる電話/ファクスや増設のしかたは （ C を r モ機編」18〜 2] ページ) 

カメラなし(音青のみ)のを関子機は接続でまる？ 

■接続できる機種をありまず。（防 ■ 84ページ） 


電話/ファクスを接続して ドアホンと通話したい！ 

■ワイヤレスアダプター機能対応の電話/ファクスのみ接続でさまず。 
接続にはワイヤレスアダプターの設定び必要でず。 

• 接続できる機種や設活ホ（豚已已〜已7ぺージ） 
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こんなことがでをます 



増設モニター ( VL - V 65010を接続してほ5 


n 

1 

R 

L 




E 


ドアホン規機 


画面び大さ<、離れた位置でを来客の 
映像を確認でさまず。 

また、在宅中や留守中に録画ちでさます。 


子機 （ ドアホン/電話両用) 


別売の電話/ファクスに増設ずれば、 
ドアホンのモ機としてだけでなく、 
電話のモ機としてを使えまず。 

♦付属と合わせて巨 台まで増やせます。 
(増設モニター接続時は 已 台まで） 
品番： VL - W 60 日(付属と同仕様） 

VL - W 610( ドアホン専用/音声タイプ) 


ドアホン (LED ライト付き) 


夜など暗いとをも来客をカラーで映します。 

♦付属と合わせて 3台まで増やせます。 
品番： VL - V 521 L-S (付属と同仕様） 

V し - V 已己 4- K * i 、 V し - V 已己已 - K»^i 
V し - V 已已2-3*1、 V し - V 已〇〇-に※^ 
《 ] は LED ライトび付いていません。 

《2は音声専用で、カメラも LED ライトも 
付いていません。 


ドアホン親機に接続(配線工事び必要）•登録ずることで、モ機の1つとして 
利用できまず。 ( 登録のしかたは eg 77ページ ) 

♦接続は 1台のみ。 


ぶ 


こんな機器にもつなびります （品きなど詳しくは陪84ページ) 

■ 义災警報器、か部センサー、化震警報器 ■ 電気おやエアコン 

火災警報器などのセンサーび反応ずると、 


ドアホン親機やモ機にを警報音や画面表 
おでお知らせしまず。 

♦接続は、いずれか 1種類のみ。 


ドアホン親機や子機で、電気錠やエアコン 
などの操作びで定ます。 

♦接続は 

g 台まで。 
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インターネットに接続して 

r みえますねつと LiteJ ヴービス (有料) をほう 




来客時に自動録画され、専用のサーバーに転送された 
ドアホン画像(静止画)を、携帯電話から見ることびで 
さるサービスでず。 （ 詳しくは 应 =34ぺ ージ) 


テレビ (ビ王ラ) やレコーダー (ディーガ） 

をつなぐ 


ドアホンの映像をテレビに表示した0、 
レコーダーに 録画でさまず。 


♦テレビは 2台まで。 

参レコーターは 1台のみ。 


対応機種など' 
詳しくは 
陪69ペース 





カメラ (センサーカメラ) をつなぐ 


ドアホン親機やモ機で、カメラの映像を 
見たり、録画びでさまず。 


♦ 4 台まで。 


対応機種など 
詳しくは 

降60ぺージノ 


ワイヤレスアダプター機能で 電話/フアクスを接続してほう 


電話/ファクスで、ドアホンとの通話びでさまず。 

♦接続は 1台のみ。 

♦電話/ファクスで対応できるドアホンは 2 台まででず。 
3 台目のドアホンを増設した場合、電話/ファクスでは 
3 台目のドアホンとの通話はできません。 


応機種など\ 
詳し < は 

\ t ^ 已日ぺージノ 


■光るチヤイム、メロデイヴインなど 

来客時に音や光でお知らせします。 

別売のカメラ接続時には、カメラのセンサー 
反応時ち連動します。 

♦接続は、いずれか 1台のみ。 


■ 中継アンテナ 

モ機の設置場所び離れていたり、障害物 
などで電波び届さにくいとさに設置ずる 
と、電波状態を改善でさまず。\ 

• 2 台まで。 W J 


已 
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音の設定 

♦呼出音の大きさを変える 

(呼出音量） . 41 

♦呼出音を変える . 42 
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別売機器との連携 
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確認と 

準備 


付属品-添付品を確認ずる 

不備な点びございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。 

-付居ロロ - 




ドアホン親磯用 


ドアホン親機の背面にあります。 


□ 壁掛け金具. 


1個 


□壁掛け用木ねじ•ルねじ 

. 各2個 


柳I巧 A 化 

巧巧巧れ h 


ドアホン用 


ドアホンの包装袋に添付しています。 


□壁掛け用木ねじ•ルねじ 

. 各2個 0 


化咖 咖化 


□ 


□□□ 

□□□ 


モ機用 


□ AC アダプター 

(長さ約 1.8 m ) 


り固 


□ 充電台壁掛け用 
木ねじ • ワッシャー 

. 各2個 




0 — > 

0TTT1IIIIIII1» f 0 苗 


お買い上げ時は、モ機裏面に取り付け 
日れている電池カバーを外してから、 
電池パックを入れて < ださい。 

(岐 r モ機編」1己ページ） 


添付品 


取扱説明書 


□ QR コードシール 

囚ドアホン親機編(本書） . 

…]冊 


ドアホン親機の] 

□ モ機編 . 

…]冊 


.表面には0付け， 

□ 工事説明書 . 

…1部 



□簡単ガイド . 

…1部 

□保証書 . 

□みえまずねつと Lite ガイド. 

…1部 




] 枚 



1占无 S す《っ CLiteB ■田1 

1大田に S ■して < だ3い. 


LmJ 


] 式 


派 


《2 r みえまずねつと Lite 」 サービス(有料)の登録時に使用しまず。（防3已ぺージ) 
ドアホン親機からはびして、取扱説明書と一緒に大切に保管してください。 
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確認と 

準備 


説明書の構ぶと読みかた 


下記のよラに分かれていますので、それぞれの記載内容をご確認のラえ、用途にあった 
説明書をお読み < ださい。 


♦巧扱説明書 


ドアホン巧機編 

(本書） 


モ機編 


Panasonic 

nsRwi 

レビ p 




i 




一 Panasonic' Ik 

ntsBiwa I 

•レビ R … 

—が■抑み M 化 

q I 

^ 鐘国 

色广 ^ ' 可 


機器ごとに分かれていまず。各機器で必要な準備や使える機能などび異なりまずので、 
ご使用になる機器の説明書をお読みください。 


♦工事説明書（工事をする方びお読みください） 


因 


ェ •RM 

-化腑占 3S2 此 

« C [か21£ 






\'jf ^ ~I 田 


Iドアホンとドアホン親機の設置工事のしかたを 
記載していまず。 


♦みえますねつと Lite ガイド 



> r みえますねつと Li te 」 サービス(有料)の概要と登録のしかた 
について記載しています。 

サービスをご利用の際は、本書の34〜40ページと合わせて 
よ < お読み < ださい。 


♦簡単ガイド 



説明書の構成と読みかた 
付属品.添付品を確認する 


• 本機の基本的な使いかたを記載していまず。 
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ir まを上のご注意 ( 必ずお守りください j 

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


I 誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を 
区分して、説明していまず。 


■ お守りいただく内容を次の 
図記号で説明していまず。 


A 巧たと t 「死 t や重傷を負ラおそれびある 
/!\胃〇 内容」でず。 


(次は図記号の例でず） 


してはいけない内容 
でず。 

A 「傷害を負ラことや、財産の損害び 

/1\ /±/胃\発生ずるおそれびある内容」でず。 

実行しなければなら 
ない内容でず。 


警告) 


■分解-修理-改造しない 

火災-感電の原因にな0まず。 

分解禁止 

• 修理は販売店へご相談ください。 


■ 機器内部に金属物を入れたり、 
水をかけたり、め5したりしない 

火災■感電の原因にな0まず。 

禁止 

♦金属物び入った0、めれた0した場合は、 
すぐに電源プラグを抜いて販売店へご相 
談< ださい。 


■ 医療機器の近くでの設置や使用 
をしない（手術室、集中治療室、 
CCU * などには持ち込まない） 

0 本機からの電波び医療機器に彰響 
を及ぼすことびあり、誤動作に 
よる事故の原因になります。 

禁止 

* ccu とは、冠状動脈疾患監視病室の略称 
でず。 


■煙•異臭•異音び出たり、落下. 
破損したとさは、ずぐに電源 
プラグを巧く 

そのまま使用すると、火災や 
感電の願になりまず。 

電源プラグ 
を抜く 

♦使用を中止し、販売店へご相談ください。 

■電源コード*電源プラグを破損 
ずるよラなことはしない 

傷つける、加工する、熱器具に近づける、^ 
無理に曲げる、ねじる、引っ張る、 

重いちのを載せる、束ねるなど ^ 

0 傷んだまま使用すると、感電- 

ショート-火災の原因になります。 

禁止 

• コードやプラグの修理は販売店にご相談 
<ださい。 

■コンセントや配線器具の定格を 
超える使いかたや、 AC 100 V 
似外での使用はしない 

0 たこ足配線などで定格を超える 
と、発熱による火災の原因に 
なります。 

禁止 
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A 警告 1 


■めれた手で、電源プラグの抜さ 
差しはしない 


磯) 


感電の原因にな0まず。 


めれ手禁止 

■ 指定 m 外の機器は接続しない 


0 


禁止 


火災-感電の原因にな0まず。 


Iヶーブルを引っ張ったり、ぶ5さ 
びったり、コネクター部に無理な 
力を加えない 


0 


禁止 


機器の破損、または落下による 
けびの原因になります。 


■ 電源ブラグは根元まで確実に 
差し込む 


〇 


差し込みび不完全でずと、感電 
や発熱による火災の原因にな0 
まず。 


♦傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは 
使用しないで < ださい。 


■雷び鳴った5ドアホン親機*電源 
プラグに触れない 


接触禁止 


感電の原因にな0まず。 


■自動ドア、义災報知器などの 
自動制御機器の近<で設置や 
使用をしない 


0 


禁止 


本機からの電波び自動制御機器に 
影響を及ぼすことびあり、誤動作 
による事巧の原因になります。 


■電源プラグのほこりなどは 
定期的にとる 


〇 


プラグにほこりなどびたまると、 
湿気などで絶縁不良となり、 
义災の原因になります。 


♦電源プラグを抜さ、乾いた巧でふいて 
<ださい。 

■ む臓ペースメーカーの装着部位 
か！5 22 cm な上離ず 


〇 


電波により、ぺースメーカーの作動 
に影響を与える場含があります。 


心 汪局卜 


■湿気や湯気•油煙•ほこりの 
をい場所では使用しない 


■ 不安定な場所や振動の激しい 
場所では使用しない 


0 


禁止 


火災-感電の原因になることび 
ありまず。 


0 


落下により、破損やけびの原因 
になることびありまず。 


禁止 


■スピーカーに耳を近づけて使用しない 


0 


禁止 


急に大さな音び出るので、聴覚障害を起こず原因になることびありまず。 


安全上のご；法意 



















ir 使用上のお願い 


こんなところには設置しない 

• 义気-熱器具の近く 

(変形や故障の原因） 

参テレビ-電子レンジ-パソコンの近く 

(電波干渉による誤動作の原因） 

• 直射日光のあたるところ-を暖房機の近く 

(40 で！;!上、0で L ツ下は誤動作-変形.故障の原因） 

♦温度変化が激しいところ 

(結露による誤動作の原因） 


ドアホンやドアホン親機の 
設置場所は、工事説明書を 
よくお読みください 


>寒い場所から急に暖かい場所に移動 
させたとさは、しばらく放置してから 
接続、使用してください。 




ドアホン親機 


ドアホン親機-子機-電話/ファクス親機^1間の通信には電波を 
使ラため、各機器の距離や設置場所にご注意ください 

♦各機器間に何ち障害物びない場合、それぞれ見通し約100 m な内の距離で使えます。 

♦距離が離れていたり、100 mLU 内でも間に巧のような障害物などがあると、電波が弱く 
なり、プツプツ音、通話の途切れ、映像の乱れや更新の遅れが起さて、使えないことが 
ありまず。 


金属製のドアや雨戸 

アル S は < 入りの断熱材び入った壁 

コンク U —卜やトタン製の壁 


壁を何枚をへだてたところ 
各機器を、それぞれ別の階や家屋などで 
使ラとき 


このような場合、モ機とドアホン親機(または電話/ファクス親徽の間には、 
別売の中継アンテナの設置をお勧めしまず。（豚78、84ページ） 

ただし、 ドアホン親機と電話/ファクス親機の間には中継アンテナび 
使えませんので、親機同±はできるだけ電波の強い場所に設置して 
ください。 *2 



中継アンテナ 


2 





























電波を使ラ機器か 5 離ず 


電波の干渉による悪影響を予防ずるため、次の機器からはドアホン親機-モ機 • 
電話/ファクス親機1とち約3 m じ(上離してください。 


♦電子レンジ 

♦無線 LAN 機器（ルーター- AV 機器-防犯機器など） 
参ワイヤレス A V 機器（テレビ-ステレオ-パソコンなど) 

その他、下記の機器を影響び出る場合びありまず。 


(例：無線ルーターの設置) 
離して置けないとさは、 
上下に置<と影響を軽減 
でさることびありまず。 


• ゲーム 機のワイヤレスコント□- ラー 
•万引き防止システム憧店や CD ショップなど) 
•アマチュア無線局 
* 工場や倉庫などの物流管理システム 
* 鉄道車両や累急車両の識別システム 
•マイク□波治療器 
• デジタルコードレス電話機/フアクス 
•その他、 Bluetooth ® 対応機器や 
V に S (道路交通情報通信システム)など 




別売の電話/ファクスを接続時のみ。 

《2親機間の電波び弱いと、電話/ファクス親機でのドアホン通話や、子機の電話機能び 
使えないことびありまず。 

ドアホン親機と電話/ファクス親機間の電波状態を見るには （ B 穿82ページ） 


























確認と 

準備 


ffi 用上のお願い（つづを) 


電波について 


♦本機は、吕 .4 〜吕 .483 已 GHz の全帯域を使用ずる巧線設備でず。 

移動体識別装置の帯域び回避不可能で、変調方式は 「 FH - SS 方式」、与干渉距離 
は80 m です。本機には、それをおすち記のマークび貼付されています。 

♦本機の使用周波数に関わるごま 意 

本機の使用周波数帯では、電モレンジなどの産業-科学-医療用機器のほか、工場の製造ライン 
などで使用されている移動体識別用の構内無線局(免許を要する無線局)および特定ル電力無線局 
(免許を要しない無線局)ならびにアマチュア無線局(免許を要する無線局)び運用されています。 

1 . 本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局ならびにアマ 
チュア無線局び運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、本機から移動体識別用の構内無線局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した場合には、 
本機の電源プラグを巧いて、お客様ご相談センター（■穿] 02ページ)にご連絡いただを、混信 
回避のための処置など(例えば、ノ（ーティシヨンの設置など)についてご相談ください。 

3. その他、本機から移動体識別用の特定ル電力無線局あるいはアマチュア無線局に対してち害な 
電波干渉の事例び発生した場合など、何かお困りのことび起さたとさは、お客様ご相談センター 
(腐= ] 02ページ)へお問い合わせください。 


2.4FH8 

r ] I 


プライバシー-肖像権について 


• ドアホンの設置や利用については、ご利用になるお客様の責任で被写体のプライバシー、 
肖像権などを考慮のラえ、行ってください。 

《「プライバシーは、あ生まをみだりに公開されないといラ法的保障ないし権利、ちしくは自己に 
関する情報をコント□ールする権利。また、肖像権は、みだりに他人から自らの容ぼラ•姿態 
を撮影されたり、公開されない権利」と一般的に言われています。 


その他 


参分解-改造ずることは法律で禁じられていまず。 

(故障の際は、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください） 

• 停電ずると本機は使えません。 

♦工事説明書に従わず、正し<設置されなかった場合などの故障および事故について当社は 
その責任を負えない場合ちございまずので、あらかじめご了承ください。 

♦使巧を中止ずるときは、万一の落下防止のため、ドアホン親機、ドアホンを壁から取り外して 
ください。電源線を直結している場合などは、取り外しを販売店にご相談ください。 


ドアホン親機を廃棄-譲渡-返却ずるとき 


• お客様固有の情報の流出による、不測の損害などを回避ずるために、記憶した情報(登録した 
内容や、録画•録音など)を消去してください。 

-ドアホン親機の情報を消去み48ページ「設定の初期化」で「設定の初期化+全画像を消去」を行ラ 
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セキュリティに関するお願い 


LAN ケーブル(市販品)を使って、本機と別売のカメラ-テレビ-レコーダーを接続したり、 

本機をインターネットに接続して「みえまずねっと Lite 」 サービス(有料)を利用ずるときは 
下記のを意び必要でず。 

♦イーヴネット上で送受信される映像などのデータは、暗号化されていません。 

本機をご使用になる場合、下記のような被害を受ける場合び想定されまず。 

• 本機を経由したお客様のプライバシー情報の漏えい （ ドアホン映像データなどの通信内容） 

• 悪意の第=ちによる本機の不正操作 
• 悪意の第=ちによる本機の巧言や停止 

参本機をご使用になる場合は、十分なセキュリティ巧策を行ってください。※2 
セキュリティ巧策は下記のとおりでず。 

C 本機をインターネットに接続している場合） 

-ルーターの取扱説明書に従って、適切なセキュ U ティ設定(ファイアウォール設定など)を 
行ラ 

•無線 LAN をお使し)の場合は、無線 LAN 機器の取扱説明書に従って、暗号化などの適切な 
セキュ U ティ設定を行ラ 

♦セキュリティに関する設定を巧わずに使用された場合に発生した、セキュリティの問題および、 
これによって生じた損害に巧し、当社は責任を負いかねまず。 

♦む下のよラな場合は、本機を初期化してください。 （陪 =48ぺージ） 

• 当社び関与でさない外部業ちに、修理を依頼されるとさ 
•他人に譲渡ずるとさ 
•本機を廃棄ずるとさ 


《1「みえますねつと Lite 」 サービスのような家の外へ送信するデータについては暗号化されて 
います。 

《2セキユ U ティに関ずる設定を行わずに使用した場合に生じる問題を、十分理解されたラえで、 
お客様自身の判断と責任においてセキユ U ティに関する設定を行い、ルーターや無線 LAN 
製品を使用されることをお勧めしまず。 


使用上のお願い 


1已 





ir 各部のなまえとはた 6 き C ドアホン親 機） 


液晶ディスプレイ 

♦映像などを表示ずる （ B 穿 ] 7 ページ) 


留守 I ♦留守設定/解除する穿 2 日ページ) 

て一留守ランプ(ホ） . 

;留守設定中：点好 ; 

:新しい留守録画あり：点滅 i 

モッ：! ♦ ドアホンや別売のカメラ側の 
M 様テを見る（ I 思 23、 日 3 ページ） 

——モニターランプ(赤） . 

；モニター 中：点好 ； 


gt ♦録画した画像を再生ずる 
^ (豚30ぺ-ジ） 

——再生ランプ(青） . 

；新しい在ち自動録画あり：点滅 
:(膨24 ぺージ） 


を5目 ♦ 表术中の映像を録画ずる 
~ (11^2 已、己已ページ') 


室内♦子機を呼び出ず 
~ (陪22、33ぺージ) 

巧るさ/音量 

機能♦明るさや音量を変える 
~ (陪2]、41ぺージ) 
♦機能設定をずる 
似44〜4日ページ） 


巧?. ♦自分の声を低<変える 
-j^ ( 陪 21 ぺージ） 

——ボイスチェンジランプ(ホ） 

；ボイスチェンジ中：点な 


♦電気綻などの外部機器を操作ずる 
(防54ぺ-ジ） 

—が部機器ランプ(青） . 

i 外部機器び1台のみ*で、 i 
:施綻 /ON のとさ：点灯 ； 

※外部機器び2台の場合は、 

常時消打しまず。 



♦通話などの 
操作を終わる 

スピーカー 


通話ボタン/ランプ(青) 


•通話ずる （ B 穿20ページ） 

♦着信中(カメラ着信を除く）はボタンの 
中央付近び点滅し、通話中は点なずる 


■下か5見たとさ 


1 1 

IJ セット9 

/□/- r 




1 




U セツトスイツチ 


• ドアホン親機を再起動ずる 
(防92、94、98ぺージ) 
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液晶ディスプレイ（モニター画面)の見かた 


下記は説明のための画面例で、実際の表示とは異な0まず。 

■通話-モニター中の画面 



( D 着信中•通話中•モニター中は、巧手の機器名、 
画像再生中は、撮影した機器名を表示する 

F7 ホンす；カメラす；※ 

T J 微□□を口 

巧巧ち 

@通話中-モニター中に別の機器から呼び出し 
びあったとき、呼び出してきた機器名を表示 
する（|@ 81ぺージ） 

ドアホン '0 カイラ:1夕 

T J 燃口戸ホロ 


⑥賠 


プレストーク通話中に表示ずる 
(が 2] ページ） 


(を 電気錠やエアコンなどの機器を接続し、 
ドアホン親機に登録してご使用の場合、 
各機器の状態を表示ずる （ 腐=已4ページ） 


操作ガイド 

♦画面ごとに、有効な操作と操作ボタンの 
マークを r 操作ガイド」として表示ずる 

<ドアホン着信中の場合〉 


通話 


来客と話す 


例)来客と話ずとさは通話を 


巧ずことを意味していまず 

〈録画再生中の場合〉 

操作ボタンのマークを表していまず 



(g) 〇 

を巧ずを巧ずを巧ず 


再生 


♦上記の表示は一例で、操作ずる画面ごと 
に変わりまず。 

♦着信中やモニター中の操作ガイドは、 (§) 
を巧すごとに表示/非表示びできます。 


本書では、キーの巧しかたを下記のよつに表していまず。 

(上または下を巧ず） ►) (左またはもを巧ず） 


〇 



煉定 を巧ず） 


マルチフアンクシヨンキー 

♦項目の選択などに使ラ 

♦操作ガイドで表おされた操作をずる （ B 穿下記) 



各部のなまえとはたらき(ドアホン親機) 




※別売のカメラを増設時のみ。 
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ir 各部のなまえとはた 6 き C ドアホン ） 


レンズ カバー 


LED ライト 

暗いとさでちカラー撮該び 
でさる照明用のライト 
> r ドアホン照明自動点な」設定 
(豚47ぺージ)により自動で 
点なしたり、通話中などドア 
ホン親機やモ機から手動で 
点な/消なさせることをでさる 


ノはル 

呼出ボタン 



7イク 

カメラレンズ 


-スピーカー 

位置表示ランプ 

♦暗いとさでを呼出ボタン 
の位置びわかるよラに 
常時点なずる 

水巧き穴 (4 か 所） 


♦押ずと呼出音び鳴る ♦雨水を抜<ための巧でず 

♦巧し続けなびら話ずと、 ふさびないで<ださい 

下記の 「ただいまコール」 びはたら< 



ドアホンの画質について 

下記のよラな場合びありまずび、故障ではありません。 

• 昼間など、ドアホンの周囲び明るいとき、来客の服装拒など)によっては色巧び異なって映る 
•夜間などドアホンの周囲び暗くなってくると、色味び落ちる （ LED ライト消打時のみ） 
また、外灯などで明るいところや白い壁び緑っぽく映る 
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確認と 

準備 


曰付 • 時刻の設定 


ドアホン親機には録画機能びあります。下記の設定をしないと、録画日時（陪31ぺージ) 
び記録されません。 

(時麵ま1か月に約60砂ずれることびあります） 




終了 


機能 


を巧し 、〇で 


[日時の設定]を選ぶ 


機能設定 


曰時の設定 
呼出音の設定 
応答の設定 
録画再生の設定 



を巧し、日時を設定ずる 

卜 >) :年•月•日•時-分の項目を選ぶ 
Q ： 数字を選ぶ 

(巧し続けると数字び早く切り替わる） 
(設定例） 


2009年7月1日に：00 



設定び終わったら、 

を巧ず 



r ピー」と鳴0、手順1の画面を表示ずる 


終了 


を巧ず 



日付.時刻の設定 

各部のなまえとはたらき(ドアホン) 
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寶劈呼び出しに応答ずる 



呼び出してさたドアホン^ 



※「ドアホンの名前」の設定を変更した 
とさは、その名前を表おしまず。 
(豚46ページ） 



ドアホンから呼び出しびあると 

口乎出音び鳴り、相手の映像び映る 

♦逆光で顔が暗く映って見えにくいとき 

今21ページの r 逆光補正」をずると、 

見えやず<な0まず 



応答するけ目手と話す）には 

通話]を巧ず 



約已〇 cm じ (内で 

巧手と交互に話ず 
♦同時に話すと声び途切れる 


終わったら、 I 終了 I を巧ず 


ボタンを巧さずに声で応答する(音声応答） 

倍声応答」の設定を rON 」 （陪44ぺージ)にずると、声で応答できまず。 

①呼出音び鳴った5、芦で応答ずる け目手には聞こえない） 

♦「ピッ」と鳴ったら、話びでさる 

♦周囲の音 （ C 穿下記)に反応して応答してしまラことびあります 
•ぺットの鳴さ声やテレビ 
• モ機の呼出音(モ機を近くに置いているとさ） 



お知らせ') 

♦着信時の映像は、ドアホン親機に自動で録画されまず。（防吕4ページ） 

♦呼び出しは約30秒、通話は約日□秒で自動的に終了し、映像び消えまず。 

参ただいまコール （ C 穿] 8ページ)の場合は、応答しなくてを呼出音に続けて巧手の声び聞こえ 
まずび、巧手と通話したいとさは I 通話 I を巧してください。(音声応答はでさません） 
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参通話中に別の呼び出しびあつたとき （隊 81ぺージ) 





























































来客応答/ 
モニター 


通話中-モニター中の機能 


画面の明るさ 
を変える 


受話音の 
大きさを 
変える 


ドアホンの 
逆光補正を 
ON / OFF する 


ドアホンの 
LED ライトを 
点 I 打/消なずる 


録画•録音する 


自分の芦を 
ほ < 変える 
(ボイスチェンジ） 

♦通話中のみ 


巧るさ/音匿 


機能 


を押す今 


〇 


で[明るさ] 
を選ぶ 


♦ 


^ ►) で変更^る 


巧るさ/音屋 


♦ 


機能 


を押す 


巧るさ/音屋 


機能 


を巧す ) ^4™ 今 


で[音量] 
を選ぶ 


〇 巧るさ/有屋 

で変更する A I 機品を押ず 


巧るさ/音量 


機能 


を押す 


〇 


で[逆光補正] 
を選ぶ 


♦ 


〇 


で [ ON ] または 
[□ F 円にする 


巧るさ/音量 


♦ 


機能 


を巧す 


♦別売のドアホンで逆光補正機能びない場合、この操作はでさません 


巧るさ/音量 


機能 


を巧ず* 0 ST *〇 


で [ ON ] または 
[ OF 円にする 


巧るさ/音量 


♦ 


機能 


を巧ず 


♦別売のドアホンで LED ライトびない場合、この操作はでさません 


録画 を巧ず 


I 詳しくは（咳=2已ぺージ） 


ボイス 

チが 


を巧ず（ランプ点灯） 


♦再度巧ずと消なし、 

元の声に戻る 

参声の高さは、設定により 
変更でさる （ B 穿44ページ） 



送話と受話を 

切り替えて 

話ず 

ロレスト-ク爾舌） 

♦自分や巧手の 
周囲が騒がしく 
通話しにくい 
と重に 


卜>)お知6せ） 


「ピッ」と鳴るまで 
■話ずとさ(送話) 


通話 


を約2秒間巧ず(画面にお)と表示） 
■聞< とさ(受話） 


通話 


を押したまま話す 


通話 



1-V 





か!5指を離す 

\\〇曰です， 



通話を押している間は、相手の声び聞こえません 



通話中.モニタ—中の機能 
呼び出しに応答する 


♦ボイスチェンジやプレストーク通話は、通話終了後に解除されまず。 
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来客応答/ 
モニター 


通話を面送ずる 


1 


ちょっと 
待ってね- 



ドアホンとの通話を、必要に応じて転送でをます。 

♦転送でさる相手： 

モ機や別売の増設モニター（ドアホン親機にモ機登録されているもの） 
参受ける側の操作はモ機 ( VL - W 606) の例でず。 

その他の機種の場合は、それぞれの取扱説明書をお読みください。 



Mffl 


転送ずる側 


ドアホン通話中に、 

き内呼 1を巧し、転送巧の相手に 


呼びかける 

• ドアホンの映像び消え、 
通話ランプび点滅 

転送先が複数あるとき 



乾送中 


—斉 


( 1 ) す—機 —1— 
(2 )!モ機2 




※… 


〇で転送先を選び、@を巧した 
あと、相手に呼びかける 


※「テ機の名前」の設定を変更したとさは、 
その名前を表示 （ C 穿47ページ） 


•乂 


受ける側 


「プー」音や呼びかけび聞こえたら、 
充電台からモ機を取る、または 

を押して話す 


通話 


な〜につ 



相手び出たら、 

通話を転送することを伝え、 
終了 I を巧す 


■ ♦転送先との通話び切れ、転送先のホ目手び 
I ドアホンと麵できる 

■ ドアホン親機で転送を受けるとき 

上記の「受ける側」の操作を行う 


ドアホンの映像び映ったら、 

ドアホン側の相手と話す 


■終わったら、 
峰 7 )を巧ず 



卜》 )ぉ知5せ） 

♦お買い上げ時の設定では、上記手順1の画面で増設モニターは「子機日」と表示されまず。 
♦転送先の相手び出ないとさなど、ドアホンとの通話に戻るには ♦ I iiIS I を巧ず 
♦転送先の巧手と通話中の音声は、ドアホン側の巧手には聞こえません。 
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来客応答/ 
モニター 


ドアホン側の様子を見る 〔ドアホンモニター） 




モニター 中のドアホン S 



■モニター中の機能 

(豚21 ページ） 


※「ドアホンの名前」の設定を変更した 
とさは、その名前を表おしまず。 
(豚4日ページ） 


モニタ- 


を巧ず 


♦映像び表おされる 
♦下記の画面び出たとさは、で 
モニター先を選び、 (§) を巧ず 


機器選択 


ドアホン1 
《 ドアホン2 
ドアホン3 


選択した場所の映像び表おされる 


-トノ7ホン t ニター中は…- 

映像ととちに周囲の音び聞こえますび、 
こちらの声はドアホン側には聞こえません。 

• ドアホン側の巧手と話ずには 


通話を押す 



終わったら、 


終了 


を巧ず 


卜>)お知 5 せ） 



ドアホン側の様テを見る(ドアホンモニタ—) 
通話を転送ずる 


♦モニターは約日0秒で自動的に終了しまず。 

♦モニター中に別の呼び出しびあったとを （防=81 ページ) 
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ir 録画-録音機能について 

下記のように録画びでさ、録画した画像は最大100件までドアホン親機に記録でさまず。 
•1 0□件中の2已件は録音ちでさ、音声付さ画像として記録されまず。 


録画の方法 

機能の概要 

録音件数 

録画件数 

在 

宅 

① 

と 

さ 

自動録画 （豚下試 

来客びあるたびに、映像を自動で録画する機能です。 
(お買い上げ時の設定 「 ON 」） 

♦録音はでさません。 

— 

最大 
100件 

[留守ランプ 消1灯] 

手動録画 

(豚2已ページ） 

着信中-通話中-モニター中に、映像を見なびら 
手動で録画ずる機能でず。 

♦通話中-モニター中は、同時に録音をされまず。 

最大 

2已件 

留 

守 

の 

と 

さ 

留守録画 

(防 '2 日ページ） 

あらかじめ留守設定することにより、留守中の来客 
映像を「留守録画」として自動で録画する機能です。 

♦設定により、巧手の用件の録音をでさまず。 

(留守ランプ, 卓、:打） 


※お買い上げ時の設定では]件につさ8枚を録画ずるので、最大8□□枚の録画びでさまず。 
画質を優先したいときは、4已ぺージの「ドアホン録画数」の設定を「1初に変更してください。 


参録画や録音びいつぱいになつたとき （ C 穿29ページ) 


在宅時の自動録画について 


D 


ドアホンから呼び出しびあると、応答ずる/しないに関わらず自動的に録画しまず。 


応答しなかったとき… 


柏手の映像び自動録画される （お買い上げ時： 8枚) 


2〜8枚目 
'1 枚目を録画後、 
、約1秒おさ 


1枚目（呼び出しから約2秒紛 


り 》) お知 S せ: ） 

• 呼び出しに応答した場合、録画した画像は再生済み扱いになりまず。 

♦通話中やモニター中に別のドアホンから呼び出しびあったとさ （ C 穿81ページ)は、その呼び 
出しに応答しないと録画されません。 

♦ 8 枚録画の場合、録画中に別の機器から呼び出しびあると、録画び中断され、 H 牛あたりの 
録画枚数び少なくなることびありまず。（最な1枚は録画されまず） 

• 再生ランプび点滅しないよラにしたり、自動録画しないよラに設定ずることをできまず。 

(应=4已ページ「再生ランプ点滅」、「ドアホン自動録画」） 
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録画/ 

再生 


在宅時に手動で録画-録音ずる 


着信中-通話中-モニター中のドアホン映像を、必要に応じて録画でさまず。 

• ドアホン通話中やモニター中は録音ちされるので、音声付さの画像として録画でさまず。 
♦録音時間は約20秒間個恐でず。 


映像表お中、録画をしたいとさに 

を巧ず 




録画 



:音声付さ画像の録音中に表おされ、 
終了すると消える 


i^MEg :画像のみの録画中に表おされ、 
終了すると消える 


卜》 )お知5せ） 

♦ 「ドアホン録画数」の設定び「8枚」の場合、録画時に約1秒おさの映像を8枚録画しまず。 

8枚録画の場合は画質び粗くなりまずので、画質を優先したいとさは、「ドアホン録画数」の 
設定を r 1枚」に変更してください。（陪= 4已ページ） 

♦手動で録画した画像は、再生済み扱いになりまず。（再生は1^30ページ） 

♦次の場合は録音びでさないため、通話中やモニター中でを、画像のみを録画しまず。 

(陪2日ページ） 

• ずでに録画された画像の中に、未再生の音声付さ画像(留守録画)と保護設定した音声付さ 
画像び合計2已件あるとさ(留守ランプび通常より速く点滅していまず） 

♦録音中に別の機器から呼び出しびあったとき、呼び出しに応答ずると録音び中止されまず。 


在宅時に手動で録画-録音する 
録画-録音機能について 


2已 











































ir 留守設定して録画•録音ずる 

留守設定ずると、留守中のドアホン映像を「留守録画」として記録し、留守ランプの点滅で 
お知らせしまず。また留守録画は、ドアホン親機の留守ボタンを押ずだけで自動再生されまず。 
♦留守録画時に、応答メッセージを流して巧手の用件を録音(最大2已件)ずることをでさまず。 
(お買い上げ時の設定：応答メッセージを流さず、画像のみを録画） 


お出かけ前に、留守設定ずる 


帰ってさた5、留守解除ずる 



留守 を}甲す （留守ランプび点灯ずる) 


応答メッセージ：なし 
記録 ：画像のみ 


設定を変更する 


♦現在の設定内容に応じた音声案内び 
流れ、留守設定される 
•巧件を録音したいとさなど、設定 
を変更するには♦手順2へ 
• 現在の設定でよければ ♦ 手順3へ 

設定を変更するとさ 

①I 機能 I を巧し、 り で設定したい 
項目を選ぶ 


応答メッセージ 

記録 

参なし 

画像のみ 

あり（固定） 

画像と音声 

: おり馆巧 7 

画像ど音青 


自作応答録音時 ( C を28ページ)のみ表示 
♦応答メッセージ「あり」を選んだときは、 
(►) で応答メッセージを試聴でさる 

⑤（錢）を巧す 


終わったら、 

終了 I を巧す 


留守を巧す 


■新しい留守録画なし 

♦ 留守解除され、留守ランプび消なする 

■新しい留守録画あり （留守ランプ 点滅 時） 


留守録画 已件 

再生します 


(曰時のちい順に留守録画の自動再生び始まる) 

♦音声付さの8枚録画の場合、用件再生 
中は画像び繰0返し再生される 
• 再生画面の見かたや再生中の機能は 
(陪31ページ） 

♦自動再生び終わると、「留守中の画像 
はじ(上でず」と表示され、留守ランプ 
び消打ずる 

广下記の表示び出たとき- X 


ほかに未再生の画像があります 
再生ボタンを押してください 


在宅時の自動録画で未再生画像びあり 
ます。再生は（咳=30ぺージ手順1へ) 


お知らせ') 

♦一度再生した留守録画は、他の再生済み画像と一緒に記録されます。ちラー度再生するには、 
30ページ r 再生ランプ消打時」の手順で再生してください。 

(音声付さの場合、音声再生の途中で再生をやめたとさち、その画像は再生済み扱いにな0ます) 

♦吕世帯住宅などで、ドアホンを2台む上設置している方へ 

世帯ごと（ドアホンごと）に留守設定をずることはできません。 
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留守設定び r 画像と音声」の場合は、下記のように留守応答しまず 


ドアホンか！5呼び出しびあると… 


録音び終わると… 


応答メッセージについて 

•固定：「ご用の方はピーといラ音のあと、20秒じ(内でメッセージをお話しください」 
自作：録音したメッセージび流れまず。 （1^28 ページ） 

• ドアホン側に流れるメッセージの音量は変更で定ます。 （ I ®' 46ページ r 留守応答音量」) 
※吕録画のタイミングと1件あたりの録画枚数について 
在宅時の自動録画と同じでず。 （ B 穿24ページ） 

《3用件録音について 

• 録音時間は約2□秒間の固定でず。 

(相手び何を話さな < てを録音され、]件の音声付さ画像になる） 

• 録音中、室内ではドアホン親機のスピーカーからのみ巧手の声び聞こえまず。 

(モ機は映像表おのみ） 


知ら ¥) 

♦留守設定び「画像と音声」でも次の場合は録音でさないため、画像のみを録画します。29ページ) 
-すでに録画された画像の中に、未再生の音声付さ画像(留守録画)と保護設定した音声付を画像び 
合計2已件あるとさ(留守ランプび通萬より速く点滅し、応答メッセージち流れません） 

参留守応答中を、 r 通話 ] を押してドアホンのホ目手と通話でさまず。 (2 □ページの「音声応答」 
はでさません） 

録音は途中で止まり、録画した画像は再生済み扱いになりまず。 

♦留守応答中に別の機器から呼び出しびあっても、留守応答び終わるまで(約30秒間）は呼び出 
しび通知されません。 

• 別売のカメラを接続してご利用の場合 （应= 巨 0 ページ） 

留守設定時にカメラのセンサーび反応ずると、画像のみび自動録画され、カメラの留守録画 
(音声なし）として記録されまず。（留守応答メッセージは流れず、音声録音ちでさません） 

自動録画のタイ S ングや録画枚数など詳しくは （ B 穿64ページ） 


未再生の留守録画(音声付き） 
1件となり、留守ランプび 
点滅ずる 



(留守解除•再生は6^2日ページ） 



応答メッセージび流れ（《 1 )、 

巧手の用件が 

この間、巧手の映像び自動 K 

約 20 秒間録音 

録画されるが 2) 

される （《3) 


留守設定して録画•録音ずる 
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if 留守設定して録画 


録音する(つつを） 


を押し、で 


[留守の設定]を選ぶ 


優)を巧し、 Q で 
[自作応答録音]を選ぶ 


留守応答音量 
自作応答録音 
自作応答消去 


(§) を巧す 


( g ) を巧し、「ピー」音のあと 

マイクに向かって録音する 
(1已秒^ソ內） 

約已〇 cm じ1内 




> (媛)）を巧ず、または1己秒経過ずると、 
「ピー」音び鳴つて録音び終了し、 

録音したメツセージび再生される 
♦ 再生び終わると、手順2の画面を表示 
備音をやり直す口ん手順3へ） 


終わったら、 


を巧ず 





• 防犯上、家の中に誰をいないことを想像させるメッセージは録音しないでください。 

(避けてほしい表現：「留守にしていまず」「外出中でず」「旅行中でず」など） 

参録音したメッセージを消ずには （ C 穿4日ページ「自作応答消去」） 
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録音を終了するとをは 
【決定】を押してください 

録音中 

■>>>>>>> 


【決定]を押し 
「ピー」といラ音に続けて 
録音してください 


機能 


自作応答録音 


留守の設定 


自作応答録音 


機能設定 


自分の芦で応答メッセージを作る 


定 

定設 
定設定の定 
設の設生設 
の音の再の 
時出答画守 
日呼応録留 


























録画/ 

再生 


録画 • 録音がいつはいになつたとを 


画像の自動更新について 


録画や録音の件数びいっぱいになると、新しい録画の際に、一番ちい画像を自動的に消去しまず。 
(自動更新） 


自動更新で消去されるちの 

® 再生済みの画像 
魯未再生の画像で音声なしのちの 


• 未再生の留守録画で音声付さの画像は、 
再生ずるまで消去されません。 


■ 自動更新は、巧の場合に行われます 

参録画した画像び100件あるとさに、新しい画像を録画したとさ(下図①） 

• 音声付さの画像び25件あるとをに、新しい音声付を画像を録画したとを(下図⑤） 


① 録画した画像び100件あるとき 


新しい画像 


上記④魯の中で 
一番古い画像を 
消去 



(音声なし） 
または 
(音声付さ ） SS 


(音声付を） （音声付を） 

《音声付を画像び25件あるとをは、下図⑤のよラに更新されます。 


新しい画像 


(音声付さ） 


⑤ 録画した画像の中に 

音声付き画像び2己件あるとき> 


上記®の中で 
— g 古い音 p 
付さ画像を消去 


消したくない 
画像は、あら 
かじめ保護設 
定ずることび 
でさまず。 

(防 32 ぺ-ジ) 



(音声付を） 


(音声付を） 


(音声付さ） 


※次の場合は録音びできなくなりまず 

音声付さ画像で「未再生の留守録画」と「保護画像」は自動更新で消去されないため、2つの合計び 
吕已件になると新しい録音びできなくなり、留守ランプが通常より速く点滅しまず。 

(ただし、画像のみの録画はできます） A 

♦新しい留守録画びあるときは、こまめに再生するようにしてください。 （陽 26ページ） 

再生済みの画像は自動更新で消去されるので、なの録画では録音ちでさるよラになります。 



録画-録音びいつぱいになつたとさ 
留守設定して録画•録音ずる 
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録画/ 

再生 


画像を再生ずる 

在宅時(留守ランプ消灯)に自動録画された画像や、再生済みの画像を見るとさの操作です。 
♦再生ランプ点滅時： 在宅時に自動録画された未再生画像を再生でさまず。 

♦再生ランプ消幻時： 再生済みの画像を再生でさまず。 

(在宅時の未再生画像びあれば、未再生画像を再生でさまず） 


再生ランプ点滅時 


再生ランプ消口時 



ち生 を}甲す （ランプび消打ずる) 


ドアホン未再生 已件 


(§) を巧す 

• 曰時の最を新しい画像び表おされる 
旧枚録画などの連続画像は、 ] 枚目を表示) 



再ちを巧ず 


最後まで再生すると1枚目に戻って停止 
-音声付さ録画の場合、用件再生中は 
、画像び繰り返し再生される 

■ 画像が2件 J ； Lh あるとき、次の 
画像を見るには 



ちまを巧す 



ドアホン未巧生 已件 

ドアホン再生済 3吕件 



Q で再生したい項目を選ぶ 

• 画像びない項目は薄緑の文字で表お 
され、選べません 



@を巧す 

例 ）I 


ドアホン再生済 32 


g あとは、左の手順2〜3を行う 


〇を巧ず ( 


押すごとに 

日時の新しい順に表示 


• 再生画面の見かたや再生中の機能は 
(防31ページ） 


終わったら、終了 を押す 


. 画像の消去について . . 

録画件数びいっぱいになると、画像は自動的に 
消去（防29ぺージはれますび、必要に応じて 

•個別消去(陽32ぺージ） 

•画像全消去(岐48ぺージ） 

ちでさます。 


り 》) お知日せ^ 

♦留守ランプ点滅時に上記の操作をずると、まず留守録画び自動再生されまず。 
参別売のカメラをご使用時、「再生ランプ点滅時」の手順1で 
ちの画面び出たとさ ♦ Q でどちらかを選び、@を押す 


ドアホン未再生 5件 

カメラ未再生 2件 
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録画/ 

再生 


再を画面の見かたと再を中の機能 


撮影したドアホン- 


「ドアホンの名前」の設定 
をを要したとさは、その 
名前を表おします 
(防4日ぺージ） 


留守録画のとさ1し表术 (§)- 
(1®=下記「お知らせ」） 


一音声付さ画像のとさ I し表术 

:音声停止中 i 011蟹[串]:音声再生中 


易離 A み辦 



L 再生 


画像送0 
マ送り 


-連続画像 X •のとさ、 

何枚目かを表ず 
(例： 3枚目） 

《ドアホン ： 8枚録画 

別売のカメラ： 4枚録画 

-® (防下記「お知らせ」） 


画像の状態を表示- 

未再生：未再生画像 

保護:保護画像 

(防 32 ぺージ) 


録画ま号 
り〜100) 


-録画曰時 

(あらかじめ日時設定び必要防19ぺージ） 


1未ち生 

已 7/10( 金）1目:00 h 

i 萬を] 

再開 ® 画像メこ]-◄►二 



-操作ガイド 
( B ^ 下表） 


再生中の機能 


操作ボタン 

操作ガイド 

機能説明 




1再生1開始 

連続画像の再生(自動コマ送り）や、音声付さ画像の音声を再生する 


再生 


1再生1再開 

留守録画の自動再生を再開ずる 




1再生1停止 

再生を停止する 

( g ) 

(§) 画像メニュー 

再生中の画像を、保護または消去ずる （ B 穿32ページ） 

〇 

ホ画像送り 

画像び2件 LU 上あるとさ、]件単位で画像を送る（または戻ず） 
•巧し続けると、早送り/早戻しびできる 
(ただし、26ページの留守録画再生時を除く） 

〇 

◄►コマ送り 

連続画像の自動コマ送り停止中、1コマ単位で画像を送る(または戻す） 

〇 

(表示なし） 

再生中の音声を、巧件の頭から聞さ直ず 

旧 

るさ/音 

機能 


(表示なし） 

明るさや再生音量を変更する 

•変更ずるには：(^で[明るさ]や[音量]を選ぶ ♦ ¢3で変更 


卜》 )お知5せ） 


• ドアホンの8枚録画の場合、画質び粗くなりまず。画質を優先したいとさは、4已ページの 
「ドアホン録画数」の設定を「1枚」に変更してください。 

♦連続画像で所定枚数の録画びで去なかったと定は、コマ送り再生中に「画像中断びありました」 

と表示して、 ] 枚目に戻ります。 

• 「録画日時表お」の設定 （ B 穿45ページ)を「3秒表お」にすると、上記画面表おの®部分を約3砂間 
だけ表おさせたあと、自動で消すことびでさます。 



再生画面の見かたと再生中の機能 
画像を再生する 
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ir 画像を保護または消去ずる 

録画した画像びいっぱいになると、ちい画像から自動更新で消去されます。 （ C ぷ29ページ) 
消したくない画像は保護してください(最大2□件)。不要な画像の消去ちでさます。 

♦保護設定や個別消去は、画像再生中に行いまず。 

参ずベての画像を一度に消去したいとさ （ C を48ページ「画像全消去」） 



■保護を解除ずるとさ 

①保護画像を再生中に （(§)) を巧し、 
で[保護解鮮を選ぶ 

⑤ ((§)) を巧ず 

♦「保護」の表示び消える 



画像再生中に 

@を巧し、で 
[保罰または[消去]を選ぶ 


消去 

戻る 


保護画像のとさは「保護解除」と表おされる 

[保護]を選んだとき 


(@)を押す 

♦「保護」と表おされる 



[消去]を選んだとき 


①（@)を巧し、（ィ)で[はし、]を選ぶ 



• 消去び終わると、巧の画像び表おされる 
終わったら、 


終了 ホ巧す 


fV ) お知ら甘） 

♦保護設定(解除)や消去は1件単位で行われまず。 

(連続画像の場合は、一連の画像ずベてび保護または消去されまず） 

• 保護件数び2□件になると、それ];!上保護で舌ません。別の画像の保護を解除してから保護設定 
して < ださい。 
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室内通話 


子機と話ず ( ドアホン室内通話 


参室内通話できる巧手：モ機や別売の増設モニター（ドアホン親機にモ機登録されているをの） 
♦受ける側の操作はモ機 ( VL - W 日 06) の例でず。その他の機種の場合は、それぞれの取扱説明書 
をお読み < ださい。 


fflM 


•A 


呼び出ず側 


室内呼 


を巧し、相手に呼びかける 


♦通話ランプび点な 


呼び出し巧び複数あるとき 



室巧呼 


—斉 

1 ) を機 T 
2 ) i 子機2 
-※ 




0) で呼び出ず相手を選び、 （ g ) を 
巧したあと、相手に呼びかける 


※「テ機の名前」の設定を変更したとさは、 
その名前を表示 （ B 穿47ページ） 


巧手び出たら、 

話ず 


怒 


ご 

は 

ん 


♦受話音の大ささの変更やプレストーク 
通話をでさる （ B 穿21ページ） 


受ける側 


「プー」音や呼びかけび聞こえたら、 
充電台からモ機を取る、または 

を押して話す 

な〜に。がじ 


通話 




終わったら、終了 を巧す 


■ ドアホン親機で室内呼び出しを受けるとき 

上記の慢ける側」の操作を行う 


卜>)お知6せ) 


モ機と話す(ドアホン室内通話) 
画像を保護または消去ずる 


• 呼び出しは約30秒、通話は約日0秒で自動的に終了しまず。 

♦お買い上げ時の設定では、上記手順1の画面で増設モニターは「テ機6」と表示されまず。 

参通話中に別の呼び出しびあつたとき （陪 81ぺージ） 
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擊較 r みえまずねつと LiteJ サービスを利用ずる 


r みえますねつと Lite 」 サービスとは 


「みえまずねつと Lite 」 は、あらかじめ登録したドアホンや別売のカメラの画像（自動録画した静 
止画）を携帯電話で見ることびでさるサービス（有料)でず。 


♦ヴービスを利用ずるには、市販の LAN ケーブルを使って、ドアホン親機やカメラをブ□-ド 
バンド環境でインターネットに接続してお<必要びありまず。（接続例は腐=已9ページ） 

参インターネットに接続ずるには、お使いの環境により、ブ□-ドバンドルーターの DHCP 
機能を r 有効」に設定ずるか、49ぺージの巧ード切替」設定を 「 PC モード」にしてドアホン 
親機の IP アドレスを適切な固定 IP アドレスに変更してください。 

♦サービスの詳細など、添付の r みえまずねつと Lite ガイド」とあわせてお読み<ださい。 



■ ヴービスの利用申し込みについて 

携帯電話を使って、画像を見たい機器 （ ドアホンやカメラ）をサービスに登録します。 
♦ドアホンの画像を見たいときは、ドアホン親機を登録しまず。 （0^3 已ページ） 

参カメラの画像を見たいときは、カメラを登録しまず。（咳=38ページ） 


1つの契約で、 ドアホン親機とカメラを合わせて已台まで登録できます。 （200 日年巨月現在) 
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ドアホン親機をヴービスに申し込む(登録) 


ドアホン親機をインターネットに接続後、携帯電話とドアホン親機で申し込み操作を行いまず。 


! 携帯電話の操作 

ドアホン親機にはり付けられた 
QR コードを携帯電話で読み取り、 

サービス 申し込み ページへ 
アクセスずる 

携帯サイトの案內に従って、 
携帯電話を操作する 

♦途中でドアホン親機の操作び必要に 
なりまず。下記の手順3〜8を行って 
<ださい 


ドアホン親機の操作 


機能 


を押し、で 
[その他の設定]を選ぶ 

(§) を巧し、ご)で 

[みえますねつと Lite ] を選ぶ 


その他の設定 


画像全消去 
み文ますねつと Li te 
ネットワーク情報 


EM 


ドアホン親機の操作(つづき） 


(§) を押し、ご）で 

[みえまずねつと Lite 登録]を選ぶ 


みえますねつと Li 


みえますねつと Lite 登録 
みえまずねつと Lite 設定 


g ( g ) を押し、 0) で[はい]を選ぶ 
(§) を押し、（ィ ） で[はし、]を選ぶ 
(§) を巧す 

参ドアホン親機に録画されている 
ドアホン画像 （1 枚)び、テスト用 
として専巧ヴーノ（一に送信される 

^ 携帯電話の操作 

引き続き携帯電話を操作して、 
申し込みを完了させる 

♦携帯電話に契約完了のメールび送信 
される 


ドアホン親機にはり付け 5 れた QR コードびないとき _ 

ち記の QR コードから \どちらを、途中でドアホン親機の 

アクセスしてください。游 I MAC アドレスの入力び必要でず。 

MAC アドレスは48ページの機能 

. . .設定「ネットワーク情報」で確認でさ 

IQR コードを読み取れない携巧電 目 舌を cj ■'使用のとき 之 こ！ るのでま 前にメモを取ってから 



►携帯電話専用の申し込みページ 
( https :// mlm . mypoke . jp / users / DoorTop . clo ) 
か b アクセスして < ださい。 


申し込み操作をしてください。 


「みえますねつと Li t e 」 サービスを利用する 
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r みえますねつと LiteJ ヴービスを利用する（つづを) 


ドアホンの r みえますねつと Lite 」 設定/解除/情報表示について 


サービス申し込み後、必要に応じてドアホン親機で下記の設定や確認をしてください。 

• I ] のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。（変更のしかたは、ページ下にありまず) 


機能名 

設定内容と概要 


利用ずる、 1 利用しない 1 

みえますねつと 
Lite 設定 

♦ r 利巧ずる」：サービスを利用ずるとさに選ぶ 

^3已ぺージのヴービス申し込みの際、 ドアホン親機で r みえますねつと] 
lute 登録」の操作をすると、自動的に r 利用する」に変更されます。 J 
• 「利用ずる」の場合、4已ページの「ドアホン自動録画」の設定び rOFF 」 

でち来客時の映像は自動録画されまず。 

参 r 利用しない」*1:ドアホンの来客時の画像を「みえまずねっと Lite 」 
サービスのサーバーに転送させたくない場合* 2 や、 
サービスを解約した場合に選ぶ 


はい、 1 いいえ 1 

みえますねつと 
Lite 解除 

•「はい」:このドアホン親機で「みえまずねっと Lite 」 サービスを利用 

しなくなった場合など、「みえまずねっと Lite 」 サービスから 
このドアホン親機の登録を解除ずるときに還ぶ 
-複数のドアホン親機をご利用の場合、解除したドアホン親機じ(外は 
引さ続さ利用ずることびでさまず。 


これらの設定をしてを、「みえまずねつと Lite 」 サービスの解約はでさません。 

契約済みの料金も返金できませんので、あ5かじめごを意ください。 

-解約は、携帯電話で r みえまずねつと Lite 」 ヴービスのウェブサイト 
( https :// mlm . mypoke . jp / users / DoorTop . do ) にアクセスして行つてくださし、。 

《2再度、ドアホン画像を転送させたい場合は、 r 利用ずる」に設定してください。 


設定を 
変更ずる 
とを 


機能 


ぉ旧 I ので[その他の 

誠]を證リ 


機能設定 



n ®/ 減設 
その他の設定 



を押し、 


で[みえますねつと 


Lite ] を選ぶ 



その他の設定 

画像全消去 


みえまずねつと U te 

1 

ネットワーク情報 

1 


36 






























• r みえまずねつと Lite 」 サービスの現在の利用状況(契約状態/更新時間/ 
ビジー時間)を表示ずる 

•契約状態 :ドアホン親機の申し込み(契約)状態を表おしまず。 


みえまずねつと 
Lite 情報表示 


•更新時間： 接続確認のため、ドアホン親機び r みえまずねつと Lite 」 
サーノ（一と定期通信を行ラ間隔を表示しまず。 

• ビジー時間： 「みえまずねつと Lite 」 サーバーに保をできる枚数を超えた 
と去に、再度、保をでさるようになる時間を表おします。 


— 

r 利用しない」に設定されていまず。 

未契約 

契約 （ ドアホン親機の登録）をしていない状態でず。 

契約中 

契約が完了し、「みえまずねつと Lite 」 サービスげ利用 
でさまず。 

仮契約 

仮契約中です。「みえまずねつと Lite 登録」を設定し、 
契約を完了してください。 

契約期限切れ 

契約の期限び切れており、携帯電話での申し込みび 
必要です。 



G 


ドアホンの r みえまずねつと Lite 」 設定/解除/情報表示について （つづき） 


D 


機能 名 


設定内容と概要 


「みえますねつと Li t e 」 サービスを利用する 
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r みえますねつと LiteJ ヴービスを利用する（つづを) 


別売のカメラをヴービスに申し込む(登録) 


カメラをインターネットに接続後、申し込み操作を行います。ドアホン親機に登録 （ C 穿61ぺージ) 
したカメラの場合、携帯電話とドアホン親機を使って申し込み操作びでさまず。 



携帯電話の操作 


I カメラ本体(または送電装置）にはり付け 
られた QR コードを携帯電話で読み取り、 

サービス 申し込み ページへ 
アクセスずる 



携帯サイトの案内に従って、 
携帯電話を操作する 

参途中でドアホン親機の操作び必要になり 
まず。下記の手順3〜10を行ってください 


y ドアホン酶操作 



機有司を巧し、〇で 
[接続機器の設定]を選ぶ 

@を巧し、〇で[カメラ]を選ぶ 

優)を押し、ご)で 

登録するカメラのま号を選ぶ 
(§) を押し、こ)で 

[みえますねつと Lite ] を選ぶ 


ドアホン親機の操作(つづさ) 



(§) を押し、こ)で 

[みえまずねつと Lite 登録]を選ぶ 


みえますねつと Lite / カメラ 


みえますねつと Lite 登録 
みえますねつと L ite 設定 


(§) を押し、（ィ ) で[はし、]を選ぶ 
@を巧し、卜 ) で[はい]を選ぶ 
(§) を押す 


♦カメラ画像 （1 枚)び、テスト用として 
専用サーバーに送信される 


携帯電話の操作 

引き続き携帯電話を操作して、 
申し込みを完了させる 

♦携帯電話に契約完了のメールび送信される 
♦ メールび送日れてこない場合は、40ペー 
ジの「みえますねつと Lite 情報表示」で 
利用状況を確認してください 


■カメラ本体(または送電装置)にはり付け5れた QR コードがないとき 




ち記の QR コードから 
アクセスして < ださい。 


■ QR コードを読み取れない携帯電話をご使用のとき 

♦携帯電話専用の申し込みページ 

( https :// mlm . mypoke . jp / users / Sensor . clo ) 
からアクセスして<ださい。 


どちらを、途中でカメラ本体の 
MAC アドレスの入力び必要でず。 
MAC アドレスは日8ページの機能 
設定「カメラ詳細情報」で確認でさ 
るので、事前にメモを取ってから、 
申し込み操作をして < ださい。 
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別売のカメラの r みえますねつと Lite 」 設定/解除/情報表示について 


3 


サービス申し込み後、必要に応じてドアホン親機で下記の設定や確認をしてください。 


• I I のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。（変更のしかたは、ページ下にありまず) 


機能名 

設定内容と概要 

みえまずねつと 

Li ぉ設定 

利用ずる、 1 利用しない 1 

♦ r 利用ずる」：サービスを利用ずるとさに選ぶ 

^38ぺージのヴービス申し込みの際、ドアホン親機で r みえますねつと] 
lute 登録」の操作をすると、自動的に r 利用する」に変更されます。 J 

♦ r 利用しない」* 1 :カメラのセンサー反応時の画像を r みえますねつと Lite 」 

サービスのサーバーに転送させた<ない場合 -xs や、 
サービスを解約した場合に選ぶ 

みえまずねつと 
Lite 解除 

はい、 1 いい义 1 

♦ r はい」*1:このカメラで r みえまずねつと Lite 」 サービスを利用しなくなつ 
た場合など、「みえまずねつと Lite 」 サービスからこのカメラ 
の登録を解除ずるとさに選ぶ 

-複数のカメラをご利用の場合、解除したカメラじ(外は引さ続さ利用ずる 
ことびでさます。 


これ5の設定をしてち、「みえまずねつと Lite 」 サービスの解約はでさません。 

契約済みの料金を返金できませんので、あらかじめごま意ください。 

-解約は、携帯電話で r みえまずねつと Lite 」 ヴービスのウェブサイト 
( https :// mlm . nnypoke . jp / users / Sensor . do ) にアクセスして巧つてく ださい。 

《2再度、カメラ画像を転送させたい場合は、「利巧ずる」に設定してください。 


■設定を変更するとを 

を押し、で[接続機器の設定]を選ぶ ♦ (§) を押し、（^)で[カメラ]を選ぶ 
* (媛)）を押し、 Q でカメラま号を選ぶ ♦ (§) を押し、〇で[みえますねっと Lite ] を選ぶ 
今 (§) を押し、〇で上記の機能名を選ぶ ♦ (§) を押し、またはで設定内容を選ぶ 

を押す ♦終わったら、 

I 終了 I を押す 


「みえますねつと Li t e 」 サービスを利用する 
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r みえますねつと LiteJ ヴービスを利用する（つづを) 


[• 別売のカメラの r みえますねつと LiteJ 設定/解除/情報表示について（つづき） •] 


機能名_設定内容と概要 

• r みえまずねつと Lite 」 サービスの現在の利用状況(契約状態/更新時間/ 
ビジー時間)を表示ずる 

• 契約状態 :カメラの申し込み(契約)状態を表おしまず。 


みえまずねつと 
Lite 情報表示 


— 

r 利用しない」に設定されていまず。 

未契約 

契約（カメラの登録)をしていない状態でず。 

契約中 

契約び完了し、「みえますねつと Lite 」 サービスび利用 
でさます。 

仮契約 

仮契約中です。「みえまずねつと Lite 登録」を設定し、 
契約を完了してください。 

契約期限切れ 

契約の期限が切れており、携帯電話での申し込みが 
必要です。 


•更新時間： 接続確認のため、カメラび「みえまずねつと Lite 」 サーバー 
と定期通信を行ラ間隔を表おしまず。 

• ビジー時間： 「みえまずねつと Lite 」 サーバーに保をできる枚数を超えた 
と去に、再度、保をでさるようになる時間を表おします。 


■ 設定を確認するとを 

b を押し、で[接続機器の設定]を選ぶ ♦ (§) を押し、（^)で[カメラ]を選ぶ 
♦ (§) を押し、 Q でカメラま号を選ぶ ♦ (§) を押し、で[みえますねっと Lite ] を選ぶ 
今 (§) を押し、で[みえますねっと Lite 情報表示]を選ぶ ♦ (§) を巧す 

♦終わったら、 

I 絵 了 I を押す 
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呼出音の設定 


呼出音量 
呼出音 

カメラ呼出消音 


優)を巧し、ご)で 

音量を変えたい項目を選ぶ 


呼出音量 


ドアホン 
カメラ 
室内呼 


♦ 「ピー」と鳴0、手順3の画面を表示 
終わったら、 


終了 


を押す 


お知弓せ） 

♦呼出音量は、それぞれの機器からの着信中に変更ずることちできまず。 
を巧し、©で赃出音量を選ぶ 


① 着信中に 


機能 


⑤ Q で音量を変更ずる 

(例） [S|PMT_Q_N.]OFFB 
户中带卜^^ 列1 OFF — 

I 乎出音量 


⑤終わったら機能を押す 


/ 

\ 

■呼出音量を「切」（鳴らない)にするには 

r \ を巧して 

V _ y ルさく 

(ドアホン、カメラのみ） 


「ピピッピピッ」と鳴るまで 

を押して 

し y * 大きく 

\ 

を巧し続ける 

• 「切」を解除ずるには ♦ Q を巧す 

ノ 


(§) を押し、ご)で 
[呼出音量]を選ぶ 


• 選んだ音量で呼出音び鳴る 
• 「切」は r ピピッピピッ」と鳴る 


(§) を巧ず 


お好み 

= n » ク 
巧疋 


呼出音の大まさを変える Cll 乎出音 i 


ドアホン親機で鳴る呼出音量は、下記のようにそれぞれ変更することびできまず C 


ドアホンからの呼び出し 
別売のカメラからの呼び出し 
室内呼び出し 


を巧し、で 


3段階+「切」 
3段階+「切」 
3段階 


機能 


聊出音の設定]を選ぶ 


(賴）を押し、で音量を選ぶ 

(例） 


呼出音量/ドアホン 


機能設定 


の値 
在定 
—現設 


定 

定設 
定設定の 
設の設生 
の音の再 
時出答画 
日呼応録 


呼出音の大きさを変える(呼出音量) 

「みえますねつと Li t 6」ヴービスを利用する 



大中小切 
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(§) を押し、( X )で呼出音を 
変えたい機器を選ぶ 


呼出音 


ドアホン1 
ドアホン2 
ドアホン3 
カメラ1 


I 呼出音の種類 

お買い上げ時の設定：ドアホン]「音1」、ドアホン2「音2」、ドアホン3「音3」、カメラ] 


終わったら、 


m 7 を押す 


-4信 A 」 


ドアホンか 5 の呼出音 


音 1 

ピーンポーン 

音 4 

ピンポーンピンポーン 

音 1 繰り返し 

ピーンポーン※ 

音 4 繰り返し 

ピンポーンピンポーン& 

音吕 

プルルルル… 

音已 

ポンピンパンポン 

音吕繰り返し 

プルルルル''.※ 

音已繰り返し 

ポンピンパンポン※ 

音 3 

ポーンポーンポーン 

音巨 

ピンパンピーピンパンピンポーン 

音 3 繰り返し 

ポーンポーンポーン※ 

音 6 繰り返し 

ピンパンピーピンパンピンポーン* 


カメラからの呼出音 

音 A 

ピポッ 

音 C 

ポーンポーン 

音己 

1 0 1 0 1 0 1-0 1-0 1 0 

音 D 

ピーンポーン 


《ドアホン着信中、約5砂間隔で、それぞれの音を繰り返します。 

ただし、「ドアホン側で鳴る音」「通話中に鳴る呼出音」「留守応答中の呼出音」は繰り返しません。 


感を押し、ご)で 

[呼出音]を選ぶ 


I 選んだ音び鳴る 

|「繰り返し」を選んだ場合ち、ここで 
鳴るのは1回のみ 


(§) を押す 


♦「ピー」と鳴0、手順3の画面を表示 


ドアホンや、別売のカメラからの呼出音を変更でさまず。 
♦ 室内呼の呼出音は変えられません。 


を押し、で 


[呼出音の設定]を選ぶ 


(§) を押し、〇)で音を選ぶ 


I 

現在の 
設定値 


信1 

音1(繰り返し） 
音2 (繰り返し） 


1/2ぺージ 



ir 呼出音を変える 


機能 


呼出音量 
呼出音 

カメラ呼出消音 


呼出音の設定 


機能設定 


呼出音/ドアホン 


定 

定設 
定設定の 
設の設生 
の音の再 
時出答画 
日呼応録 
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ドアホン親機やテ機に着信させたくないドアホンびあるときは、下記の設定で 
「鳴らない」にして < ださい。 

♦ワイヤレスアダプター機能で接続した 
電話/ファクスに対してを、ドアホン着信の 
鳴0分け設定びでさまず。 

♦別売のカメラをご使用の場合は、ドアホン 
親機とモ機へのカメラ着信の鳴り分け設定を 
でさまず。 



を巧し、で 


[応答の設定]を選ぶ 


(g) を巧し、で 
[鳴り分け]を選ぶ 


@を巧し、で鳴り分けを 
設定ずる室内機器を選ぶ 


@を巧し、ご)で 
着信させたくない機器を選ぶ 


(§) を巧し、ご)で 
[鳴5ない]を選ぶ 


I 

現在の 
設定値 


(§) を押す 


♦ 「ピー」と鳴り、手順4の画面を表示 




0お知らせ） 

♦下記の場合は、「鳴らない」に設定したドアホンやカメラからも着信しまず。 
• ドアホンとの通話中（モニター中）またはカメラモニター中 
•室内呼び出し中、室内通話中 


電話/ファクスの場合はここを選ぶ 


終わった b 、 


終了 


を巧ず 


ドアホン1 
ドアホン2 
ドアホン3 
カメラ1 


着信をせる ドアホンやカメラを指定ずる 〔鳴り分け ） 



機能 


モ機目 
-ワイヤレスアダプター 


♦鳴る 
W 5 ない 


音青応答 
鳴り分け 
ボイスチェンジ 


鳴り分け 


鳴り分け/親機/ドアホン 


応答の設定 


鳴り分け/親機 


機能設定 


定 

定設 
定設定の 
設の設生 
の音の再 
時出答画 
日呼応録 


機機機 
親モモ 
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♦現在の日付-時刻を設定ずる(設定は腐 =] 日ページ） 


呼出音量 


ドアホン 
カメラ 
室内呼 


n 太]、中、ル、切 


n 大]、中、ル、切 


I 大し 中、ル 

ドアホン親機で鳴る呼出音の音量を選ぶ(設定は陪= 41ページ） 


呼出音 


ドアホン親機で鳴る、ドアホンや別売のカメラからの呼出音の種類を選ぶ 
(設定は应=42ページ） 

〈ドアホン]〜3、カメラ]〜4で個別に設定〉 


カメラ呼出 
消音 


する、 「しない] 

I 「ずる」を選ぶと、ドアホン親機とずべてのモ機(別売の増設モニター 
含む)で、カメラ呼出音び鳴らな<なる 


音声応答 


ON 、 rOFFl 

I 「 ON 」 にすると、ドアホンからの呼び出しや室内呼び出しに、 
巧さずに「は一い」などの音声で応答でさる （ I が2□ページ） 

• 音声応答設定後ち、 


通話 


を 


通話 


を押して応答でさます 


鳴り分け 


r 鳴るし 鳴らない 〈ドアホン]〜3、カメラ]〜4を個別に設定〉 

I 着信させたくないドアホンやカメラは「鳴らない」を選ぶ 
(設定は腐=43ページ） 


ボイス 

チェンジ 


r 通常し なめ 

I 「低め」を選ぶと、ボイスチェンジの声びさらになくなる 


を参）対甲し、 


〇 


で機能名 
を選ぶ 


呼出音の設定 


呼出音量 
呼出音 

カメラ呼出消音 


設定を 
変更ずる 
とを 


機能 


を巧し、 


〇 


で項目 
を選ぶ 


(例） 


機能設定 


日時の設定 
呼出音の設定 
応答の設定 
録画再生の設定 


謹み機能設定一質表 

ドアホン親機で変更できる機能設定の一覧でず。使いかたに合わせて変更してください。 
• 変更のしかたはページ下にありまず。 

ただし、一覧表中に（設定は〇〇ページ）とあるちのは、参照先の手順に従ってください。 
♦機能設定中に着信びあったとをや、約9□砂間操作を行わなかったと去は、設定び中断されます。 
• I ] のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。 


項目 機能名 設定内容と概要 


日時の設定 


呼出音の設定 


応答の設定 
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録画曰時表示 


[ wm . 3秒表お（画像1件につさ、約3秒間だけ表お） 

I 「3秒表示」を選ぶと、録画再生時に表おされる録画日時欄や 
操作ガイドなどび約3秒後に自動で消える 


读示直後） 


(約3秒経過後） 


ド？ホツ1 I 

311壁率 

醫哥憑画） 

〇 





/ 1 |'、叶り…へ 





再生ランプ 
点滅 


I するし しない 

• 「する」の場合、ドアホンや別売のカメラの新しい自動録画(未再生)びある 
と点滅でお知らせする 

-別売の増設モニターをご使用の場合、増設モニターの再生ランプを 
この設定に連動しまず 


] 枚 、I 8枚 I 


<ドアホン1〜3の個別設定はできない〉 


ドアホン 
録画数 


ドアホン録画]件あたりの画像枚数を遇ぶ （ B を24ページ） 
• 「8枚」の場合は、「1枚」に比べて画質び粗くなりまず 
画質を優先したいとさは、「1枚」を還んでください 


録画開始時間 


ドアホン 
自動録画 


ai ] (約2秒)、遅い(約3秒）〈ドアホン1〜3の個別設定はできない〉 

I ドアホンの自動録画で、夜間などの映像び映りにくいとさ r 遅い」を運ぶ 


ON ]' OFF 


〈ドアホン1〜3を個別に設定〉 


♦在宅自動録画 （ C 穿24ページ)をやめるとさは、 「 OFF 」 を還ぶ 

•「 OFFJ にしてを、留守設定時は自動で留守録画ずる 



を巧し、 


〇 


で設定内容 
を選ぶ 


L 


♦機能によっては、この操作を 
繰0返ず 



を巧す一 ♦ 終わったら、 


終了 


を巧す 


項目 機能名 


設定内容と概要 


機能設定 I 覧表 


録画再生の設定 


ノ 
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襲み機能設定—覽表（つづを） 

• 変更のしかたはページ下にあ0まず。 

ただし、一覧表中に（設定は应= 〇〇ページ）とあるちのは、参照先の手順に従ってください。 


項目 




P 巧 A 机た 


留守の設定 
接続機器の設定 




1/2ぺージ 


カメラ 

ドアホン接続 
ドアホンの名前 


接続機器の設定 


機能設定 


設定を 
変更ずる 
とを 


J のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。 


機能名 

設定内容と概要 

録画件数 
振り分け 

する、1しない1 

• 「ずる」を選ぶと、録画可能件数(最大100件)をドアホン画像用 
撮大60件）とカメラ画像用(最大4□件）に分けることびできる※ 

※未再生画像びあるとさは設定で定ません(再生後に設定して < ださい） 

留守応答音量 

1大1、中、ル 〈ドアホン1〜3を個別に設定〉 

♦留守応答時に、ドアホン側に流れる応答メッセージの音量を選ぶ 

自作応答録音 

• 留守応答時の応答メッセージを自分で作る(設定は28ページ） 

自作応答消去 

はい、1いいえ1 

カメラ 

• 別売のカメラに関する各種設定を行ラ 
(詳しい内容と設定は幅=日日〜日8ページ） 

ドアホン接続 

ドアホン]:1ありし自動判定、なし 
ドアホン2 :あり、1自動判定しなし 
ドアホン3 :あり、1自動判定1、なし 

♦使わなくなったドアホンは「なし」を選ぶ 

ドアホンの 

名前 

1—ドアホン番号り〜 3) 〈ドアホン]〜3を個別に設定〉 

1ドアホン01、玄関、門、勝手口 

♦設置場所に応じて、ドアホン1〜3の名前を選ぶ 
(設定した名前は、次のとさに表示されまず） 

• ドアホン親機で、& 

ドアホンの着信中/通話中/モニター中/録画再生中 
• ドアホン親機やモ機で、* 

モニターボタンを巧して、モニター先を選ぶとさ 
※別売の増設モニターをご使用の場合、ドアホン親機と同じ場面で 
上記の設定に応じた名前び表おされまず 


柳し、ので項目 


を選ぶ 


解)）対甲し、ので臟名 


を選ぶ 


機能 


録画再生の設定 留守の設定 接続機器の設定 


46 



















































機能名 

設定内容と概要 

子機の名前 

^テ機番号り〜 6) 〈モ機]〜己を個別に設定〉 

1モ機 A |、 リビング、キッチン、モ供部屋、寝室、洋室、和室、二階 

♦設置場所に応じて、モ機1〜6の名前を選ぶ 

(設定した名前は、次のとさにドアホン親機の画面にのみ表示されまず） 

. 室内呼び出し(通話転送を含む)で 
呼び出し先を選ぶとさ/呼び出し中や着信中/通話中 

ドアホン照明 
自動点な 

1する1、しない 〈ドアホン1〜3を個別に設定〉 

• 「ずる」の場合、ドアホン側び暗いとさに下記の操作をずると、 

自動的にドアホンの LED ライト （ C 穿] 8ぺージ)び点灯ずる 
• ドアホン側で呼出ボタンび押されたとさ 
• 室内からドアホンをモニターしたとさ 

センサー入力 

火災警報器、外部センサー、地震警報器、1なし1 

♦ドアホン親機のセンサー入力端テに接続ずる機器を還ぶ 

中継アンテナ 

• 中継するモ機 （ 1〜日)を変更できる〈中継アンテナ1〜2で個別に設定〉 
(登録しているモ機しか還べません） 

A 接点出力 

|0 N|、OFF 〈ドアホン1〜3、カメラ1〜4を個別に設赵 

• ドアホン親機の A 接点出力端子に接続した機器饼るチャイムなど)は、設定を 
「 ON 」 にしたドアホンやカメラの呼び出しに連動する感定は陪已3ぺージ） 

外部機器 
ボタン 

電気綻、機器、1なし1 〈外部機器]〜2を個別に設定〉 

参ドアホン親機やモ機の外部機器ボタンで操作ずる機器を還ぶ 
(設定はページ） 

AV 機器 

参テレビやレコーダーを接続してご使用の場合に、登録機器の詳細情報を 
確認でさる(設定は陪= 74ページ） 



y を巧し、 ^ 護累內谷^ ♦ を巧す^ ♦ 終わったら、 終了 対甲す 


♦機能によっては、この操作を 
繰0返ず 


ノ 
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襲み機能設定—覽表（つづを） 

• 変更のしかたはページ下にあ0まず。 

ただし、一覧表中に（設定は应= 〇〇ページ）とあるちのは、参照先の手順に従ってください。 


項目 




日時の設定 

yrjTjjj 立 /T\ =n, 

■" sMX 減設了前陆 T '' 
その他の設定 






その他の設定 


機能設定 


設定を 
変更ずる 
とを 


J のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。 


機能名 

設定内容と概要 

登録 

• 各機器の登録(増設）/減設(削除)をずる 

•モ機/増設モニター感定は陪76、77、80ぺージ） 

.カメラ（設定は1®=日1、80ぺージ） 

.中継アンテナ（設定は腐=7日、8□ぺージ） 

• ワイヤレスアダプター機能に対応した電話/ファクス 
(設定は陵=已日、已8ぺージ） 

•テレビやレコーダー(設定は防70、72、7已ぺージ） 

減設(削除） 

画像ま消去 

すべての画像を消去、保護画像を残して消去、1戻る1 

♦保護画像ち含めてすべての画像を消去するときは、「すべての画像を消去」を選ぶ 

みえまず 
ねつと Lite 

♦ r みえまずねつと Lite 」 サービスに関する各種設定を行ラ 
(詳しい内容と設定は松34〜37ぺージ） 

ネットワーク 
情報 

参ドアホン親機の IP アドレスや MAC アドレスなど、ネットワークに関する 
情報を確認でをる 

参ドアホン親機とカメラ/テレビ/レコーダーの接続に異常びあるときは、 
異常の内容ち表おされる ( c ^ 101ページ） 

設定のネリ期化 

設定の初期化+全画像を消去、設定の初期化のみ、1戻る1 

• ドアホン親機の設定をお買い上げ時の状態に戻ずとさ、どちらかを選ぶ 
(廃棄-譲;度-返却すると去は、 r 設定の初期化+全画像を消去」を選ぶ） 

♦設定の初期化をしてを、下記の項目は初期化されません 

- r 接続機器の設定」内にある、「カメラ」と「中継アンテナ」の設定 
• 「その他の設定」内にある、「みえまずねつと Lite 」 の設定 
• ドアホン親機に登録した、モ機/増設モニター、カメラ、中継アンテナ、 
ワイヤレスアダプター機能の登録情報(テレビやレコーダーの登録 
情報は初期化されまず） 

♦火災警報器などを接続してご使巧の場合、初期化をずると、センサー 
履歴（陪=已2ページ)の情報を消去されまず 


柳し、ので項目 


を選ぶ 


解)）対甲し、ので臟名 


を選ぶ 


画像を消'去 
みえますねつと Li te 
ネットワーク情報 


機能 


録/減設(削除) 


その他の設定 
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項目 機能名 


モード切替 


操作ガイド 
表示 


設定内容と概要 


通常は使わないでください 

展示 モー ド (店頭販売時の展示用などに使ラモード） 
音声なし、音声なし+ドアホン自動呼出、 


音声あり+ドアホン自動呼出、 I しない I 

PC モード (パソコンで本機の IP アドレスを変更ずるためのモード） 
詳しい内容と設定は、パナソニックのサポートウェブサイト 
( http :// panasonic . co . jp / pcc / cs / faq / tvclfon / faq _ la . html ) 
を参照して < ださい。 


I ずるし しない 

♦着信中-モニター中の操作ガイドを表おするかしないかを選ぶ 


「する」のとさ 


「しなし'1」のとさ 





娜し、03 


設定内容 
を選ぶ 


L 


♦機能によっては、この操作を 
繰0返ず 



を巧す一 ♦ 終わったら、 

K 


終了 


を巧す 


「画像全消去」や「設定の初期化」で、画像消去の 
確認画面び表示されたら、 り で[はい]を選び、 
(@)を巧ず 


来客と話す 


機能設定 I 覧表 


その他の設定 


ノ 
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麗塑 I こんな機器の増設 • 連携ができまず 的テム構成図) 

ドアホン親機に下記の機器を接続/登録して、さらに使いやすいシステムにできます。 
♦下記の配線はイメージでず。ドアホン親機との配線の詳細は工事説明書をお読みください。 
また、接続する機器の設置や使いかたは、それぞれの機器の説明書をお読みください。 

♦増設できる別売品や推奨品の一覧は （ C 穿84ページ） 


ドアホン（玄関子機） 

覇 


付属品と 

111111 W 



合わせて 

1 


3 台まで* 1 

叫 

圓 


VL - V 已21 L - S など 

嗎 



•光るチャイム 
• メ□デイヴイン 
• 回転口 


増設モニター 


いずれか 

1台のみ 


◎ 


1台のみ 



_ 1 III 


三二停)こ 

-- 

a e I K 7 


VL-V 己已 0K 


子機 


増設 モニターと テ機は 

合わせて 6 台まで 


ワイヤレス 
モニター子機 


付属品と 

合わせて 
6 台まで 


VL-W606 


ワイヤレス子機 
(音声タイプ） 


VL-W610 


ドアホン親機 







電話/ファクス 





■ 。〇。ロロロロ 1 

■⑤呂呂呂昔， 

■ . 〇。。 L-JC _ IS, _ J 


A 


ワイヤレスアダプター機能 
対応機種のみ接続できまず。 

已已ページ） 


中継アンテナ 


必要に応じて 



(2 台まで） 

KX-FAN 1 

( ドアホン親機とモ機間の電波状態を改善したいとさ） 
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電気錠やエアコン 


I 

どちらか JEM - A 端子 

1方のみ 


電気錠操作器 パナソニック電工(株)製 
WQN 4503 W 電気錠 


2 A まで JEM - A アダプタ 

CZ - TA 2 


エアコンなど 


JEM - A 端モ （ JEM - A 対応機器※ 2 ) 


上記の接続と同じでず 


义災警報器や 
外部センサー 
など 


いずれか 

1種類のみ 


一义災警報器〈連動型/単独型(移報接点付さ)〉- 

㈱ 連動型の場合：接続には移報接点アダプタ (SH 吕 890) び必要です。 


移報接点アダプタ 


連動型①义災警報器(最大 14 台まで） 


※己 


単独型(移報接点付さ)の場合、移報接点アダプタは不要です。 

(ドアホン親機との並列接続で、 最大1已台まで） 


夕1•部センサー 


L 地震警報器 




カメラ（センサーカメラ） 
• 対応機種 


(陪60ページ） 


4 台まで 


a 


□ 


テレビ（ビエラ） 

• 対応機種 

(豚己日ページ） 

2台まで 


例） MAMORIE ワイヤレスセキュリティ受信器 

パナソニック電工(株)製 

例) 緊急地震速報受信装置デジタルなまず 

(株) 3 S 0 けジャパン製 

電話/ファクスと連携してご使用の場合、 
電話/ファクスでは、3台目のドアホンとの 
通話はで舌ません。（呼出音を鳴りません） 

《2 (社）曰本電機工業会 ( JEMA ) の統一規格に 
適合している機器を指しまず。この規格は 
家庭内機器(エアコンなど)の動作/停止な 
どを遠隔制御および監視ずるための制御端 
モおよび信号について規定していまず。 

《3接続でさる連動型の火災警報器について 
は、移報接点アダプタの説明書をご覧くだ 
さい。 

《4市販の LAN ケーブルや八ブで接続しまず。 
接続の詳細は已日ページ） 


レコーダー（デイーガ）1台のみ 

-対応機種日日ぺージ） 


こんな機器の増設.連携びできます(システム構成図) 
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s 义災警報器などを接続して巧う 

火災警報器、外部センサー、地震警報器のいずれかを接続したとさは、ドアホン親機で 
接続機器の設定 (际 =47ぺージ r センサー入力」）が必要です。 設定すると、接続機器び 

反応したとき、ドアホン親機やテ機にを下記のように通知されます。 

♦接続については、各機器の説明書と本機の工事説明書をお読みください。 


接続機器び反応すると、通知音(最大音量)と画面表示でお知らせしまず 



※光るチャイムやメ□ディサインなどを接続時は、本機に連動しまず。 
♦接続機器び反応を終了するか、または最大3分経週すると、自動的に通知音と画面表示ち終了します。 

■通知音と画面表示をずぐに終了したいとき (鳴り始めから約已秒間は終了できません） 

〈ドアホン親機> I 擦 了 I を巧ず— 

〈モ機〉雙でを約3秒間押ず — 


どちらかで終了操作をずると、ドアホン親機と 
すべてのモ機の通知音と画面表示び消える 


■ 通知音と画面表示について 


接続機器 

通知音(音量は固定） 

画面お 7 F 

火災警報器 

ピ□ピ□ピ□ピ□ン 

火災警報器び反応しました 

外部センサー 

プルルルプルルル 

外部センヴーび反応しました 

地震警報器 

ピ□ピ□ピ-ピ□ピ□ピ 

地震速報を受信しました 


ドアホン親機でセンサ-履歴を見る OiaMifc 

通知日時の最新情報を日件まで、 ♦接続機器の点検時は、ドアホン親機やモ機の動作 

ドアホン親機に記憶していまず。 を確認してください。 


①待ち受け中に （§) を巧し、0 ) 
を巧ず 


センサー履歴 

2009/ 

7/25 

18:22 

火災警報器 

2009/ 

7/21 

日：48 

火災警報器 


⑤終わったら、絡了 I を巧ず 


お知らが） 

♦通話中、接続機器び反応ずると、通話び切れて 
上記の通知音び鳴0まず。 

•モ機で通話中に、接続機器び反応したときの 
動作については（防仔機編」已8ぺージ） 

♦通知終了後ち接続機器で反応び続いていると、 
「通話」「モニター」「着信」などの終了時に、上記の 
画面び約3秒間表示されまず。 （ ドアホン親機のみ) 
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(§) を巧す 

• 「ピー」と鳴り、手順3の画面を表示 

終わったら、 

終了]を押す 


を押し、 

[ OF 円を選ぶ 


で 




を押し、で 


[接続機器の設定]を選ぶ 


感を巧し、ご)で 

[ A 接点出力]を選ぶ 


!11化るチヤイムやメ□テイサインなどを接続して®う 

光るチャイム、メ□ディサイン、回転好は、下記の場合にドアホン親機に連動します。 


• ドアホンや別売のカメラから呼び出しびあったとさ 
♦設定により、連動させるドアホンやカメラを指定できまず。（陪=下記) 
-火災警報器や外部センサー、地震警報器び反応したとき（防已2ページ） 
♦常に連動しまず。設定で連動をやめることはでさません。 


♦接続については、各機器の説明書と本機の工事説明書をお読みください。 


光るチャイムやメ□ディヴインなどを連動させる機器を指定する ( A 接点出力）< 


連動させたくないドアホンやカメラの設定を rOFF 」 にしてください。 
♦お買い上げ時の設定：ずべて roN 」 


層)を押し、ご)で 

連動させたくない機器を選ぶ 




機能 



>0 N 
OFF 



ノア 

1 A 接点出力 


接続機器の設定 


A 接点出力/ドアホン 


機能設定 


の値 
在定 
—現設 


光るチヤイムや少□デイサインなどを接続して使ラ 
火災警報器などを接続して使ラ 


除 

定定削 
定設設く定 
定設定の定の設設 
設の設生設器減の 
の音の再の機/他 
時出答画守続録の 
日呼応録留接登そ 


已3 































! iii 電気錠やエアコンなどを接続して巧う 

接続した機器を、ドアホン親機やテ機の外部機器ボタンで操作でさます。（最大2台まで） 
接続後、下記の設定で、操作する機器を登録してください。 

♦接続については、各機器の説明書と本機の工事説明書をお読みください。 


が部機器ボタンの設定 


♦お買い上げ時の設定： r なし」（未登録) 



ドアホン親機で外部機器を操作する •] 



機能 


を押し、 U で 


[接続機器の設定]を選ぶ 


機能設定 


日時の設定 

化さ爪きご？ 


口班 


の鼓お 
接続機器の設定 
登録/減設（削陳） 


@を押し、こ)で 
[外部機器ボタン]を選ぶ 

(§) を押し、 0) で登録巧の 
機器番号を選ぶ 



を巧し、で選ぶ 

現在の 
設定値 

I . 


「電気錠」：電気錠の施錠/解錠 

「機器」: エアコン などの機器の ON/OFF 




( g ) を押す 

♦「ピー」と鳴0、手順3の画面を表示 


終わったら、 

終了 I を巧す 



施鏡/解綻(または ON/OFF) したいとさに 

を押す 


タト部 

i*K。 口 

磯益 


广 外部機器び2台あるとさ 



〇でどちらかを選び、（@)を巧ず 


(例） 

■外部機器1を随錠または ON にしたとさ 



■外部機器1を解錠または OFF にしたとき 



外部機器び1台しかないとを 


1 1 

i 


が 


/ 



•* —' 


/施綻または ON の 
ときに、 外部機器 
ランプち点巧ずる 


お知!5み 

♦子機で操作するとき（陪仔機編」已日ぺージ) 
参機器の施綻/解綻(または ON/OFF) 状勵ホ 
情報表お画面で確認でさます。 

(陪82ページ） 
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別売機器 
との連携 


電話/フアクスを接続して巧う 


ワイヤレスアダプター機能対応の電話/ファクスを無線で接続でさます。 （ 1 台のみ） 
接続すると、電話/ファクスでをドアホンとの通話びでさまず。 

♦ワイヤレスアダプター機能での接続設定び必要でず。（应=已日、已7ページ） 


a 


接続できる電話/ファクスについて 


D 



1 n 


-しづ 






ドアホン親機 



ワイヤレスアダプター機能巧応機種 （パナソニック製品： 2009年日月現祖 
参コードレス電話機 

VE-GP10、VE-GP20、VE-GP22、VE-GP24《、VE-GP30、VE-GP3]、 
VE-GP32、VE-GP33、VE-GP 已0、 VE-GP 已]、 VE-GP 已2、 VE-GP 已3、 
VE-GP62、VE-SV08 シ U- ズ 


♦パーソナルファクス 

^ KX-PW 2 11 . KX-PVV308、KX-PVV 已〇日、 KX-PVV 已07、 KX-PVV 已08、 

番 KX-PW60 已、 KX-PW 曰06、 KX-PW607、KX-PW608、KX-PW 616 シ U - ズ 


《 VE - GP 24 TA は除< 


卜♦ てお知らせ） 

参ドアホンアダプター ( VE - DA 1 0- H ) での接続はでをません。 

♦電話/ファクスを接続してを、ドアホン親機と電話/ファクス間では、内線通話やドアホン通話 
の転送はでさません。 

♦接続後の使いかたは、電話/ファクス親機の取扱説明書をお読みください。 


電話/フアクスを接続して使ラ 
電気錠やエア n ンなどを接続して使ラ 



已已 































sii 電話/ファクスを接続して ffi う（つづを) 


ドアホン親機と電話/ファクス親機間で、ワイヤレスアダプターの設定(増設)び必要でず。 
電話/ファクス親機に続けて、約2分む内にドアホン親機を操作してください。 

♦電話/ファクス親機の操作は KX-PW 已08の例です。その他の機種の場合はそれぞれの取扱説明書 
をお読みください。（機種によってはモ機で操作する場合ちあります） 


し口-客 m 電話/ファクス親機の操作 

(KX-PW 已 08) 


電話機コードを巧く 

• 「電話機コードを接続してください」び 
表示されているときは、さ g ろ（電話機は 
[取消]ボタン)で表示を消してく ださし) 

機能/画質 


Q を押し、 

阻のののを巧す 


ワイ中レスアグフ°夕-設定 



(ミ夫定)を巧ず 


減設=1 
増設=2 


医;]を巧す 


ドアホン親機を 
操作してください 
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登録後にがず行ってください 

国ドアホンの P 乎出ボタンを押し、電話/ファクス 
親機で音が鳴ることを確認する 
卜度巧さなしたドアホンに呼びかけられなし)） 
国電話機コードを接続する(電話/ファクス親機） 
(^ )ゎ'知5が 国設置場所で電波を確認ずる （C 穿82ぺージ ©) 

♦手順己のあと設定び完了ずるまでは、ドアホンからの呼び出しを受けられません。 

参電話/ファクス親機に「プロトコルエラー」と表示され、手順3の画面に戻ったとき 
♦ 手順4からやり直してください。 

• ドアホン親機に「登録でさません」び表おされたとさ （C を日9ページ） 




ドアホン親機の操作 


1_111 

〇 

が 

am 


m 7 


機能 


を押し、〇で障録/減設(削齢]を 


選ぶ 


(§) を押し、〇)で[登録]を選ぶ 

@を押し、ご)で 
[ワイヤレスアダプター機能]を選ぶ 

(§) を押す 

参登録び完了すると、「登録完了」と表示 
される 

♦登録び終わったら、 


終了 


を巧す 


続けて、約2巧 W 内にドアホン親機を操作ずる 

V_ 



機能設定 


ワイヤレスアダプター機能で接続設定をする 


Lj □□白回 

□固□垣 

固□目 
旧困 □□ 
































































ワイヤレスアダプター機能で接続設定をずる（つづき) 





ドアホン親機 




ドアホン親機と電話/ファクス親機間の通信には電波を使うため、 

電話/ファクス親機の設置場所にご注意ください 

♦親機同±の電波は、 2.4 〜2.483已 GHz を使用しまず。 

電モレンジなど、同じ電波を使用ずる機器び近くにあると、電波の干渉を受けることび 
ありまず。（1®=] 3ぺージ） 

• ドアホン親機との間に何も障害物びなし)場合、見通し約100 mJ；! 内の距離で使えます。 


ドアホン親機との距離び離れていたり、 100 mLU 内でち別の階や家屋で使ったり、 
間に障害物などびあるとき（ I 思1吕ぺージ)は、電波が弱くなり、電話/ファクスでの 
ドアホン通話がでさないことがありまず。 

また、付属の子機を電話/ファクス親機に登録してち、子機の電話機能び使えない 
ことびありまず。 


ドアホン親機と電話/ファクス親機の間には中継アンテナび使えませんので、親機同±は 
できるだけ電波の強い場所に設置してください。 


f jy お知5せ） 

♦ワイヤレスアダプター機能を使ラとさは中継アンテナの登録び制限されます。 
(陪78ページ） 


電話/フアクスを接続して使ラ 
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sii 電話/ファクスを接続して ffi う（つづを) 


ワイヤレスアダプター機能での接続をやめるとき（減設) 


電話/ファクス親機に続けて、ドアホン親機を操作してください。 

♦電話/ファクス親機の操作は KX-PW 已08の例です。その他の機種の場合はそれぞれの取扱説明書 
をお読みください。（機種によってはモ機で操作する場合ちあります） 



電話/ファクス親機の操作 

(KX-PW 已 08) 


。。■ざ’旧 □□□ 
^阻□画^ 

域□□啡 

。。。困〇困 y 


y ドアホン親機の操作 




機能/画質 

〇 


を押し、 


阻山[^のを押す 


ワイ中レス巧''了夕-設定 




(ミ夫定)を押ず 


減設=1 
増設=2 


j Eg , 心 


阻を巧す 


ドアホンを 
減設しました 



醬を巧す 

• 電話機は[取消]ボタンを押ず 



機能]を巧し、〇で 
[登録/減設(削除)]を選ぶ 



(§) を押し、で[減設(削除)] 
を選ぶ 

(§) を押し、ご)で 

[ワイヤレスアダプター機能解除] 
を選ぶ 

(§) を押す 



終わったら、 

終了 I を巧す 


58 






























































麗塑 I カメラ • テレビ • レコーダーを接続ずるとを 


を機器を使うには、ドアホン親機への接続と登録操作び必要です。 

参ご利用までの流れ(カメラは巨0ぺ一义テレビ/レコーダーは已9ぺージ)を確認のうえ、接続 
や登録を行ってください。 

♦下図は接続例でず。〔〕内の台数は、ドアホン親機と連携できる最大の台数でず。 



@お知らせ） 

♦設置済みのドアホン親機に接続ずる場合は、ドアホン親機を壁掛け金具から取り外ず必要び 
ありまず。（取り外しかた陪=工事説明書） 

♦ LAN ケーブルは巿販品(ストレートケーブル)をお使いください。 

♦ ドアホン親機に連携させる機器び]台しかないときは、ドアホン親機と連携機器を LAN ケーブ 
ル(ク□スケーブル)で直接接続できまず。 


カメラ.テレビ•レ n — ダ—を接続ずるとき 
電話/フアクスを接続して使ラ 



S 


接続している場合 
インターネットに 
















































































































































! iii カメラを巧う 

接続したカメラのセンサーび反応ずると、ドアホン親機やテ機に呼出音と映像でお知らせ 
します。また、カメラ側び気になるとさに映像を確認したり、映像の録画ちでさます。 

• r みえますねつと Lite」 サービス(有料)を利用して、携帯電話でカメラの画像(静止画)を見るこ 
ともできます。 （c®=34 ページ） 


例)センサー反応時 



♦カメラを2台な上接続する場合は、別途八ブび必要です。 


f > 

■接続できるカメラ （パナソニック製品： 2 〇〇 9 年6月現沿 

センサーカメラ 

(屋外タイプ） VL-CM140. VL-CM140KT、VL-CM160*. VL-CM ] 60KT*、 
VL-CM240、VL-CM26 〇※ 

(屋内タイプ） VL-CM100. VL-CM210 

《ライト付き 

V j 


品 

番 


カメラを利用ずるまでの流れ 



接続例を確認し、ドアホン親機と仮接続ずる 

♦カメラ側の説明書をお読み< ださい。 

• 接続は、カメラの電源を切つた状態で行ってください。 


j ドアホン親機にカメラを登録する 


J ドアホン親機にカメラの映像び映るかを確認する 
(カメラ モニターの 操作をずる） 


g カメラの設置場所で配線や設置を行う 


巳日ぺージ 


豚日]ぺージ 


豚日3ぺージ 


カメラ側の 
説明書 
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ドアホン親機にカメラを登録ずる 


接続び終わつたらカメラの電源を入れ、1分に Lb 経過してか5下記の操作で登録してください。 

♦登録できるカメラは4台まで。 

♦同時に複数のカメラを登録ずることはできません。 ] 台ずつ登録してください。 

♦カメラの操作は VL-CM260 の例です。機種によっては操作び異なる場合もありますので、 
お使いのカメラの説明書ちあわせてお読みください。 


fflM 


ドアホン親磯の操作 


を巧し、で 


[登録/減設(削除)]を選ぶ 


機能 


機能設定 


曰時の設定 


標器の霞:^^ 
登録/減設（削除） 


層)を押し、ご)で 

[登録]を選ぶ 

層)を巧し、ご)で 

[カメラ]を選ぶ 

履)到甲し、ご)で 

登録するカメラ番号を選ぶ 
(§) を巧す 


続けて、約10分な内にカメラの操作をする 


カメラの操作〈登録モードにずる〉 


カメラを登録モードにずるため、 
送電装置の登録2ボタンを 
約1砂む上巧ず 

♦登録モードになると、送電装置の電源 
インジケーターやカメラの機器インジ 
ケーターびオレンジ点滅する(約已分間） 
※オレンジ点滅するまで、約1分程度 
かかることをあ0ます 


電源 

インジケーター 


機器 

インジケーター 





送電装置 

»上記インジケーターのどちらかでオレンジ 
点滅し始めたことを確認してから、約己分 
1；(内に手順7の操作をしてください 

ドアホン親機の操作 


() で[巧へ]を選び、 (§) を押ず 

♦登録び完了ずると、「登録完了」と 
表示される 


終わったら、 


終了 


を押ず 


丹な日5せ） 

♦カメラび登録モードになっている間(約已分間）は、センサー検知びはたらきません。 
(詳細は、カメラの説日月書で「登録モード/通萬モード」の説日月をお読みください） 


力^ラを使う 



























































! iii カメラの映像を見る 


カメラのセンサーび反応したとき 


反応したカメラ 



r モニター中の機能- 

■画面の明るさを変える 

If を巧ず今〇で変更 


■表示中の映像を録画ずる 

録画を押ず 






センサーび反応ずると 

呼出音び鳴り、カメラの映像び映る 

♦映像は、約30秒で自動的に終了ずる 
♦もっと見たいとき ♦ 手順2へ 



に夕-を巧ず 


♦カメラの映像び、約日□秒間表おされる 
'カメラにマイクび付いていてを、' 
カメラ側の周囲音は聞こえません 
また、こちらの声ちカメラ側には 
、聞こえません . 

♦モニターを途中でやめるには、 

絡了 I を巧ず 


お知らせ') 

♦センサー反応時の映像は、ドアホン親機に自動で録画されます。巨4ページ） 

♦一度センサーび反応すると、約60巧間は次の反応を行いません。 

け少数は、カメラの機種や設定によって変わることびあります） 

♦センサーが反応しても、呼出音を鳴5さないようにしたいとき (3 つの方法があります） 

. 41ぺージの設定で、カメラの「呼出音量」を「切」にずる 
今設定したドアホン親機だけ、呼出音び鳴らなくなりまず。 

. 44ページの設定で、「カメラ呼出消音」の設定をずる 
♦ ドアホン親機やずベてのモ機で、呼出音び鳴らなくなりまず。 

•43 ページの設定で、「鳴り分け」設定をずる 
みカメラ着信(呼出音や映像表示)をやめることびでさまず。 

♦夜間や逆光などでカメラの映像び見えにくいときは、カメラの機能設定の r 明るさ設定」や 
r 逆光補正」で設定を変更してください。（豚67ぺージ） 

• モニター中に別の呼び出しびあつたとを （ 81ページ） 
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G 


カメラ側の様子を見る（カメラモニター) 


D 


モニター 中のカメラ 




モニター中の機能 


■画面の明るさを変える 

巧るさ/音量 V 

を押すみ U で変更 


機能 


■表示中の映像を録画ずる 


録画を押ず 


モニタ- 


を 巧し、 （） で モニター 


したいカメラを選ぶ 


ドアホン1 
ドアホン2 
ドアホン3 
カメラ1 
カメラ2 



を巧ず 


選択したカメラの映像び、約日□秒間表示 
される 

カメラにマイクび付いていてち、' 
カメラ側の周囲音は聞こえません 
また、こちらの声をカメラ側には 
聞こえません ， 

モニターを 途中でやめるには、 

を巧ず 


絵了 


お知5せ） 


♦夜間や逆光などでカメラの映像び見えにくいときは、カメラの機能設定の r 明るさ設定 J や 
r 逆光補正」で設定を変更してください。（豚67ぺージ） 

• モニター中に別の呼び出しびあつたとさ （ 81ページ） 


カメラの映像を見る 
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麗塑 I カメラ映像の録画について 


ドアホン映像と合わせて最大10□件まで、ドアホン親機に録画でをます。 

♦カメラの場合、]件あたりの録画枚数は4枚(固定)でず。 

♦画像の再生.保護-消去のしかたは、ドアホン画像と同じでず。（应=30〜32ページ) 


センサー反応時の自動録画 


センサー反応時のカメラ映像は、下記のよラに自動で録画されまず。 


若绣-び反応ずると… 


カメラの映像び自動録画される （4 枚) 





2〜4枚目 
'センサー検知後、^ 
、最大約1秒おさ， 


1枚目（センサー検知直前の映像) 


に 5-1 を押さなかったとを… 

録画した画像は未再生画像とな0、 
下記のよラにお知らせしまず 

■在宅時(留守未設定時） 


-再生- (再生は幅= 30ページ） 

♦モ機は、待ち受け画面にび 
表示されまず。 

■留守設定時 

、I / 留守録画として記録され、 
-留守 1- 留守解除時に再生される 
^ I ' (腐 =2日ぺ-ジ） 

♦モ機は、待ち受け画面に 
じ!；ドアホン 面 1 び表示されまず。 


fV) お知ら甘) 

♦在宅(留守未設定)の場合、センサー反応時の映像表示中に I に9-|を巧してモニターすると、録画 
した画像は再生済み扱いになります。 

♦通話中やモニター中に別のカメラのセンサーび反応したとき（陪81ぺージ)は、を巧して 
反応したカメフの映像を表术しないと録画されません。 

♦カメラ映像を4枚録画中に別の機器か5呼び出しびあると、録画び中断され、]件あたりの録画 
枚数び少なくなることびあります。（最ほ]枚は録画されます） 

♦自動録画しないよラに設定することちで舌ます。 

♦ ドアホン親機の機能設定で、カメラの「センヴー選お」を「録画 OFF 」 にする（陪日日ぺージ） 


録画件数をドアホン画像とカメラ画像に振り分けて使う（録画件数振り分け） 

録画したカメラの画像はドアホン画像と一緒にドアホン親機に記録され、2つの画像の合計び 
] 00件になると、新しい録画の際、画像の種類にかかわらずちい画像から自動的に消去されます。 
(画像の自動更新について詳細は29ページ） 

4日ページの「録画件数振り分け」の設定を「ずる」にしておくと、録画可能件数(最大10□件)を 
ドアホン画像巧（日〇件）とカメラ画像用 (40 件）に分けることびできるので、それぞれの画像 
ごとに自動更新びでさるよラになりまず。 
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映像を手動で録画する 


D 


着信中やモニター中のカメラ映像を、必要に応じて録画でさまず。 



映像表术中、録画をしたいとさ I し 

録画 を巧ず 


I 最大約1秒おさの映像を4枚録画ずる 



♦録画中に表示され、終了ずると消える 


f j ) お知 5 せ） 

♦手動で録画した画像は、再生済み扱いになります。（再生は@=30ページ） 


■振り分け設定をしたとをの自動更新例 



カメラ映像の録画について 


巨已 

























































別売機器 
との連携 


カメラの機能を変える ^ 機能設定一覧表 


使いかたに合わせて、カメラの機能を変更できます。 

♦変更のしかたはページ下にあります。 

♦機能設定中に着信びあったと舌や、約日□砂間操作を行わなかったと去は、設定び中断されます。 


] のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。 


を巧し、 


〇 


で[接続機器の 
設定]を選ぶ 



を巧し、 


〇 


で[カメラ] 
を選ぶ 


1/吕ぺージ 


カメラ 

ドアホン接続 
ドアホンの名前 
子機の名前 


機能 


接続できるカメラ（除巨〇ぺージ)のうち、機種によっては r 動作検知範刚情源投入時の登録 
モード」など一部の機能設定びできません。（カメラ側に機能びないため） 

また、接続でさるカメラが増えた場合、設定できない機能を増えることびありまず。 

設定できる機能や各機能の詳細などは、お使いのカメラの説明書をお読みください。 


機能名 

設定内容と概要 


1人感(熱）+動作検知録画 ONL 人感(熱）+動作検巧録画 OFF、 

外部入力録画 ON 、 外部入力録画 OFF、 

OFF (センサー反応しない） 

センサー選択 

♦センサー反応の種別认感繳)センサ ー +動作検知/外部入力〕とセンサー 
反応時の自動録画の有無 (ON/OFF) を遇ぶ 

• カメラのセンサーを使わず、カメラ側に別のセンサーなどを接続して使ラ 
とさは、「外部入力」を選ぶ 

(接続でさる機器については、カメラの説明書をお読みください） 

-「録画 OFF」 を選ぶと、在宅時も留守設定時も、センサー反応時の 
カメラ映像は自動録画されません （KT 巨4ぺージ） 

人感(熱） 
センサー感度 

高感度、1標準1、な感度、超な感度、検知しない 

♦反応しにくいときは「高感度」、反応しずざるときは、「な感度」や「超做雷度」 
を選ぶ 


高感度、1標準 L 化感度、超ほ感度 

動作検知感度 

参ルさな動作ち検知したいとさは「高感度」、過度に検知したくないとさは 
「低感度」や「超な感度」を選ぶ 


接続機器の設定 


機能設定 


設定を 
変更ずる 
とを 


定定 
定設設 
定設定の定の 
設の設生設器 
の音の再の機 
時出答画守続 
曰呼応録留を 
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を巧し、 


〇 


でカメラま号 
を選ぶ 



を巧し、 


を巧し、 


〇 

な 


で上記の機能名を選ぶ 


で上記の設定内容を選ぶ 



を巧す ♦終わったら、 


を巧ず 



《2009年6月現在のちのです。設定で去ない機種は増えることびありますので、お使いのカメラ 
の説明書でご確認 < ださい。 


] のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。 


機能名 


設定内容と概要 


動作検知範囲 


VL-CM 210は 
設定でさません 


動作検知範囲 


♦動作を検知ずる範囲(領域)を選ぶ（「♦」の付いた領域を検知しまず） 

• 検知させたくない領域びあるとさは、 
下記の手順で「参」を「〇」にする 

① © で領域を選ぶ 

⑨ (§) を押ず 

(巧すごとに「♦」と「〇」び切0替わる） 

③ 必要に応じて①〜③を繰り返ず 

④ 終わったら、で[確定]を還び、 

(轉）を巧ず 



〇移動 ® 選択/解除 


画面の範囲はイメージで実際の検知 
範囲とは異なります。設定後にカメラ 
映像を見なび5確認してく ださし、。 


カメラ調壁 
モ-ド 


通常は rOFF」 にしておいてください 


ON (カメラ設置調整用）、 に FF 爐常で 

I カメラを設置ずるとさなど、カメラのセンサー検知範囲を確認ずるとさに、 
roN 」 を選ぶ 

- 「 ON 」 を選ぶと、センサー検巧してちドアホン親機やモ機への通知(呼出 
音と映像表示)びされな< な0まず 

みカメラの調整び終わつたら、必ず rOFFJ に戻してください 


明るさ設定 


(映像び暗くなる）-4、-3、一2、一 1、 10(標準） I 、+1、+2、+3、+4 (映像び明るくなる） 
♦カメラ映像の明るさを調整ずる 


逆光補正 


ON 、 I 0 FFI 

♦逆光補正をずるときは、 roN 」 を還ぶ 


1234 
ララララ 
メメメメ 
力力力力 


力^ラの機能を変える(機能設定-覧表) 
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SI カメラの機能を変える （機能 設定一 覧表） （つづを) 


♦[ I のついている内容び、お買い上げ時の設定でず。 


機能名 

設定内容と概要 

照明 

i ライト付さの i 

1カメラのみ 1 

設定でをます .j 

自動点灯* 1、1 検知+モニター l * y 、 検巧+モニター(暗いとさ)* 3 、消灯* 4 

♦ライト付さのカメラの場合に、ライトを点なさせる条件を選ぶ 

★1 :カメラの「明るさセンサー」で明るさを検知し、暗くなると自動的に点なする 
★2 :センサー検巧やモニター時に、日月るさに関係なく点なずる 
★3 :センサー検巧やモニター時に、カメラ周辺び暗いと点灯ずる 
★4 :常時消打 

fVL-CMl 60 シリーズむ外のライト付きカメラをご使用の場合は、設定内容や'! 

；動作について、お使いのカメラの説明書をお読みください i 


カメラ登録 
モー ド入 

登録モードにずる、通常モードにずる、1戻る1 

♦カメラを一時的に登録モードにずることびでさる 

(カメラをテレビなどのほかの機器に登録したいときに使う） 

•惜録モードにずる」を選ぶと、約已分間登録モードになり、已分後に通常 
モードに戻る 

電源投入時の 
登録モード 

i VL - CM 100/140 / i 
i 1目日シリーズのみ 

1設定できます 1 
! 《 ! 

1ずる1、しない 

♦カメラの電源を入れたとさや再起動時に、カメラび登録モードにならない 
ようにしたいときは r しない」を還ぶ 

• カメラの登録び終わったら、「しない」に設定して登録モードにならない 
よラにずることをお勧めしまず 

カメラ 

詳細情報 

♦カメラの機器名、型番、モデル名、製造元、 MAC アドレスを確認でさる 
• ドアホン親機とカメラの接続に異常びあるときは、機器の状況(異常の内容） 
を表おされる （ B す] 01 ページ） 

カメラ 

アドレス 

♦カメラの IP アドレス、自己診断情報、ステータス情報を確認でさる 

みえまず 
ねつと Lite 

♦カメラで「みえまずねっと Lite 」 サービスを利用ずるとさに使ラ 
(詳しい内容と設定は防 34、38 〜 40 ぺージ） 

カメラ 
検知履歴 

•センヴーの検知履歴(最大 2 □件)を確認でさる 

カメラ再起動 

はい、 1 いいを 1 

参カメラを再起動させるときは、「はい」を選ぶ 

設定と登録の 
リセット 

はい、 1 いいを 1 

♦カメラの設定内容と登録情報を U セットし、お買い上げ時の状態に戻ず 
• ドアホン親機か 5 カメラの登録ち解除されます 


• 設定変更の手順については （ B ぷ66ページ「設定を変更ずるとさ」） 

※上記の機種じ(外は、電源を入れたときや再起動時に登録モードになることはありません。 
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別売機器 
との連携 


テレビやレコーダーを®う 

ドアホン親機に接続すると、ドアホンの映像をテレビに表示したり、レコーダーに録画 



■ 接続できるテレビ/レ〕ーダー (パナソニック製品： 2 〇0日年日月現抵 
♦テレビ （ビエラ：デジタル八イビジョンテレビ） 

^ X 1シ I 」ーズ、 Z 1シ I 」ーズ、 V 1シ I 」-ズ、 G 1シ I 」ーズ、 C 1シ I 」ーズ、 F 1シ I 」-ズ、 

PZR 900 シ1」一又 PZ 800 シリー义 PZ 7 已〇シ U - 又※ PZ 8 已シ U - 又 PZ 80 シ U - 又 
LZS 已シ1」ーズ、 LZ 80 シ1」ーズ、 PX 80 シ1」ーズ、 LX 80 シ U — ズ、 LXS シ U — ズ 


参レコーダー (ディーガ： ブルーレイディスク レコーダー /DVD レコーダー） 

DMR - BW 日已0、 DMR - BW 8 巳0、 DMR - BW 7 已0、 DMR - BW 日30、 DMR - BW 830、 
DMR - BW 730、 DMR - XW 320、 DMR - XW 120 
DMR - BW 900、 DMR - BW 800、 DMR - BW 700、 

DMR - XW 300、 DMR - XW 200 V 、 DMR - XW 100 




※網掛け部の機種は、別売のカメラとは接続(連携)できません。別売のカメラもテレビ/レコーダー 
と連携させたいときは、網掛け部 LU がの機種をご使用ください。 

卜》 )お知5せ） 

参接続できる機器についての最新情報は、パナソニックのサポートウェブサイト 
(http://panasonic.co.jp/pcc/cs/faq/tvclfon/faq_la.html) を参貝貝してく にさし、。 

参本書で使用しているテレビのイラストは TH 丄32X1、レコーダーのイラストは 
DMW-BW 日已〇を代表として記載していまず。 


テレビやレコーダーを利用ずるまでの流れ 


接続例を確認し、ドアホン親機と接続する 

♦テレビやレコーダー側の接続についての詳細は、それぞれ 
お使いの機器の取扱説明書をお読み<ださい。 


巳9ぺージ 


■ ドアホン親機をテレビに登録ずる 
■ ドアホン親機を レコーダーに 登録ずる 


陽70ぺージ 
豚72ページ 


g テレビやレコーダーで、動作を確認する 


陪73ページ 


テレビやレ n —ダ I を使う 
力^ラの機能を変える(機能設定-覧表) 
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SH テレビやレコーダーを使 5 (つづを) 



ドアホン親機をテレビに登録ずる 



接続び終わつたらテレビの電源を入れ、3分に(上經過してから下記の登録操作を始めてください。 


♦登録でさるテレビは2台まで。 

♦テレビの操作は TH - L 32/2 日/20/1 7 X 1 の例でず。お使いのテレビの取扱説明書ちあわせて 
お読み < ださい。 


テレビの操作 



ドアホン親磯の操作(つづき) 



テレビのリモコンで 

[メニュー ] を巧して、 
[▼] [▲] で r 設定ずる」 
を選び、跌定]を押す 


V けけメニユー 

□ 画質を調整する 
• r 音寅を調整する 
巨]番組の内容を見る 
P 翻を探ず/予約ずる 

頃設定ずる 


[▼] [▲] で r 初期設定」を選び、 
跌赶を押ず 


[▼] [▲] で r 設置設定」を選び、 

[ミ夫定]を3秒 1 U 上押ず 

[▼] [▲] で r く 5し機器設定」を 
還び、[決定]を巧す 

[▼] [▲] で r く 5し機器一覧」を 
還び、[決定]を巧す 

参「くらし機器」の項目び r 使用ずる」の 


とさに操作でさまず 


く5し機器設定 



I <らし機器 ] 

使用ずる1 

1 くらし機器映像の自動表示 ) 

しない 1 

If 通知時の表示サイズ 1 

子画面 1 

1 通知表示設定 



1 <百し機器一質 






ドアホン親機の操作〈登録モードにずる> 


機能 


を押し、で 


[登録/減設(削除)]を選ぶ 


機能設定 


接続機器の設を\ 
登録/減設（削除） 
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P ( g ) を巧し、で[登録]を選ぶ 
(轉）を押し、〇で [AV 機翻を選ぶ 

(喔 )） を巧す 

♦登録モードになる 


続けて、約日分 W 内に手順10、11の操作をずる 


テレビの操作 



テレビの U モコンで [織ボタンを押ず 


V リリく 6し钱器一農お器登録 

1なお登録設定']ピエラ U ンク設定 

TV に畳留でれている 
くら ua おの -S です. 

なおち おま 


1 




2 



3 




下記の画面び出た！5、 [◄][►] で 
「はい」を選び、跌赶を巧ず 


<5し機器の新規登録 


登録したいく 5し機器を登録モードに切り換えてくだ 
さい。最細;;発見された1台を登録します。実行してち 
よろしいでずか？ 


し、し、无 


1 


♦登録び完了すると、手順10の画面に 
ドアホン親機の情報び表おされる 

終わったら、 [元の画面]を押ず 


ドアホン親機の終了 を押ず 

















































































































テレビドアホン 

ドアホン1 




A 


• 「ビエラ u ンク」メニューに設定できる台 
メニューからの削除のしかたは、テレビ 
取扱説明書をお読みください。 


r ビエラリンク」メニューか!5ドアホンの映像を見る 


® テレビのリモコンで 

[ビエラリンク]を巧ず 


◎ [▼][▲][◄] [►] で映像を見たし、 
ドアホンを選び、[ミ夫定]を押ず 



r ビエラリンク」メニューか6ドアホンの映像を見るには 


ドアホン親機をテレビに登録後、下記の「ビエラ U ンク表お設定」を行うと、テレビの「ビエラ U 
ンク」メニューから必要なときにドアホンの映像を見ることびできまず。 

♦テレビの操作は TH - L 32/2 日/20/1 7 X 1 の例でず。お使いのテレビの取扱説明書ちあわせて 


V けけいホ 

ビエラリンク 

« ディ-ガの操作- 覧 

A ドアホン！ 

Sec 見ている翻を録画 


STOP 録画を停止する 

{皆番組キープ/再生 



画テレビに表示されるドアホンの映像について 

ドアホンの映像は、約1秒ごとに更新しなびら表示されまず。（動画ではありません) 
使用環境によっては、更新速度び遅くなることびありまず。 


ビエラリンクメニュー 
に登留する tHi を語ま 
し巧。 


1 

テレビドアホン 

ド7ホン1 


2 




3 





♦選択したドアホンび、「ビエラリンク」 
メニューに追加される 

終わったら、 [元の画面]を巧す 
お知5せ) 


[▼] [▲] で「ビエラリンク」メニューに 
表示させたいドアホンを選び、[ま定]を 

巧ず- ビエラリンク表示設定 


機器名_ビエラ U ンク表示 


テレビドアホン 

ドアホン1 







V けけく5し援お一覧ビエラリンク設定 

機器登録設をビエラリンク苗を 


«器名 ビエラ U ンクまを 7ルチ表示 


お読み < ださい。 


テレビの操作 


70ぺージの手順1〜己を行い、テレビに 
「くらし機器一覧 j 画面を表示させる 


V けけくらし機器一ちおお登録 


TV に登技が rt ている 
く 6し a 器の 一 g です。 


」括器登録設を L ビエラリンク設定 


型き 

1 

テレピドアホン 

VL - MWN 3 已2 

吕 



3 




テレビのリモコンで 

[ホ]ボタンを押す 

• 「ビエラ U ンク設定」画面になる 

[緑]ボタンを押す 

• 設定でさる機器の一覧び表おされる 



目 
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SH テレビやレコーダーを使 5 (つづを) 


ドアホン親機を レコーダーに 登録ずる 


接続び終わった5 レコーダーとテレビの 電源を入れ、入力を レコーダーとの 接続に合わせて切り 
換えておいてください（ビデオ1など)。 （登録操作はレコーダーび停止中に行ってください） 
♦登録で去るレコーダーは]台のみ。 

♦レコーダーの操作は DMW - BW 9 已0/8已0/7已□の例です。お使いのレコーダーの取扱説日月書ち 
あわせてお読み < ださい。 


こ I _~1レコーダー① 操作 



レコーダーの リモコンで 

[スタート]を押して、 [▼][▲] で 
r その他の機能へ」を選び、 

[決定]を押す 


[▼] [▲] で r 初期設定」を選び、 
跌赶を押ず 


[▼] [▲] で「ネットワーク通信 
設定」を選び、[ミ夫定]を巧す 

[▼] [▲] で r ドアホン-センサー 
カメラの接続設定」を選び、 

[ミ夫定]を巧す 


[▼] [▲] で r ドアホン-センサー 
カメラ接続」を選び、[ミ夫定]を 
巧す 


ドアホン•センサーカメラの接続設定 
ドアホン•センサーカメラ接続 I 
C ドアホン没画 *1^ 

1センサーカメラ窗画 ずる 



巧お~篇 型ま 


<新規登巧> 







[▼] [▲] で r 入」を選び、 

跌定]を巧す 

♦メッセージを確認したら[戻る]を巧す 

[▼] [▲] で〈新規登録〉を選び、 
跌定]を巧す 


機能 



ドアホン親磯の操作〈登録モードにずる> 


を巧し、〇)で 


[登録/減設(削除)]を選ぶ 


機能設定 


BJiia 

---1—=-rt=ri^ 


(削除） 


[ 登録/減設 



(§) を巧し、〇で[登録]を選ぶ 
(§) を押し、で [ AV 機器]を選ぶ 


# ( 獲)）を巧す 

♦登録モードになる 

[ 続けて、約已分内に手順12の操作をずる 


广_ I _， 1 レコーダー① 操作 



レコーダーの リモコンの 

[▼] [▲] で「ずる」を選び、 

[ミ夫定]を巧す 

♦登録び完了ずると、「登録び完了しま 
した」と表示され、レコーダーの本体 
表お窓の" or び点灯ずる 


B 原る]を数回巧して、 

設定を終了する 

旧ドアホン誦の I ^ T I を押す 
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テレビやレコーダーで動作を確認ずる 


登録び終わつたら、テレビやレコーダーで下記の準備を行い、正しく動作するか確認してください。 

テレビ ：くらし機器を使巧ずる設定にしておく/テレビ放送を表示ずる 
レコーダー：ドアホン 録画びでさる設定にしておく（本体表お窓の" Qf " び点好ずる） 

• 設定を確認した5、レコーダーの電源は切っておいてください。 


■ 確認のしかた 

ドアホンの 
呼出ボタンを巧す 


T 


ピーン 
\ ポーン 


邸 


ドアホン親機 


( ドアホンの映像び送信される） 


テレビの場合(例） 


画面に通知メッセージび表おされる 



テレビのリモコンで 


ロロロロ 



ノ〇 

へ !□□□□ 
[ミ夫定]を巧ず 



Iドアホンの映像び表おされれば、正し< 
接続-設定でさています。 


乃3知らせ） 


5レコーダーの場合(例） 


本体表示窓の"じ If ’び点滅ずる 



ここでレコーダーとテレビの ： 
電源を入れ、入力をレコーダー； 
との接続にあわせて切り換える^: 
(ビデオ]など） i 

画面に通知メッセージび表おされる 


ドアホン映像の再生 


麗稽纖録画しました。 


_再ますを 


あとか S 


レコーダーの リモコンで 


r 再生する」を選び、、 
[ミ夫定]を巧ず 


卸::. 


Iドアホンの映像び表示されれば、正しく 
接続-設定でさています。 


♦テレビやレコーダーの表おや操作について詳しくは、お使いの機器の取扱説明書をお読みください。 
♦テレビに表おされるドアホンの映像について （C 穿71ページ） 

♦レコーダーでの録画は最大3□秒です。レコーダーのみを登録してご使用の場合、ドアホンの映像 
は約 0.2 秒ごとに更新しなびら録画されますび、登録されたテレビの台数や使用環境によっては、 
更新速度び遅くなることびあります。 


テレビやレ n —ダ I を使う 



の 


































































































優)を巧し、ご)で 

[ AV 機器]を選ぶ 


外部機器ボタン 
AV 機器 


2/2ぺージ1 


(§) を押す 


終わったら、 


終了 を巧す 


麗 P テレビやレコーターを使ラ（つつを） 


登録したテレビやレコーダーの情報を見る 


テレビやレコーダーの MAC アドレスを確認したり、テレビやレコーダーにドアホンからの着信 
通知びでさるかどラかを確認でさまず。 


機能 


を巧し、で 


[接続機器の設定]を選ぶ 


(§) を押す 


>各機器の MAC アドレスと通知状況び 
表おされる 


種類 MAC アドレス通知 

テレビ XXXXXXXXXXXX 〇 

テレビ XXXXXXXXXXXX X 

レコーダー XXXXXXXXXXXX 〇 

〇:ドアホンか5通知できまず 
X :ドアホンか5通知でをません 


登録機器一覧 



AV 機器 


接続機器の設定 


登録機器一 


機能設定 


定定 
定設設 
定設定の定の 
設の設生設器 
の音の再の機 
時出答画守続 
日呼応録留接 
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テレビ xxxxxxxxxxxx 
テレビ xxxxxxxxxxxx 
レコーダー xxxxxxxxxxxx 


次のような場合は、ドアホン親機から不要なテレビやレコーダーの琶録を削除してください。 
•テレビやレコーダーとの連携（ドアホンからの通知）をやめたいとさ 
•すでに2台のテレビに琶録しているげ、別のテレビに寶録し直したいとさ 


機能!を巧し、で 
[登録/減設(削除)]を選ぶ 


曰時の設定 

阿 Jjj 立/ミ。宁— 

登録/減設（削除） 


層)を押し、ご)で 

[減設(削除)]を選ぶ 


(§) を巧し、ご)で 
[ AV 機器削晩を選ぶ 


子 機/増設 モニター 減設 
カメラ減設 
中継アンテナ減設 
ワイヤレスアダプター機能解除 
AV 機器削除 


(§) を巧し、で削除ずる 

機器を選ぶ 

(例：レコーダーを 削除） 


(§) を押し、卜）で 
[はい]を選ぶ 



(§) を巧す 


終わった b、 


終了 を J 甲ず 


種類 MAC アドレス通知 


機能 


登録 

減設（削除） 


AV 機器削除 


減設（削除) 


登録/減設（削除) 


削除しますか 


機能設定 


登録したテレビやレコーダーを削除する 


000 


テレビやレ n —ダーを使う 



7已 



































別売機器 
との連携 


子機を増やず埋量 


VL - W 606 VL - W 610 


別売のモ機 ( B ぞ84ページ)を、付属と合わせて日台まで増やせまず。 
(増設モニターを接続する場合は、已台まで） 

参 VL - W 己□日はドアホン/電話両巧テ機でず。 


• ドアホン機能を使うにはドアホン親機に 
-電話機能を使ラには電話/ファクス親機に 
《電話/ファクス親機への登録 （ C を r モ機編」21ページ) 


それぞれ登録が 
必要です※ 


3 

蕊 

團 


ドアホン親機に登録ずる 


D 


ドアホン親機に続けて、約2分 L ソ内に子機を操作してください。 

参モ機の操作は VL - W 6 □日の例でず。お使いのモ機の取扱説明書をあわせてお読みください。 




ドアホン親機の操作 


〇 

妙 

mm 


絵了 


機能 


を巧し、し1^で 


[登録/減設(削除)]を選ぶ 


機能設定 


ご器の詰た 
登録/減設（削除） 


(獲)）を押し、〇で[登録]を選ぶ 

(§) を押し、ご)で 
[子機/増設モニター]を選ぶ 

(||)を巧し、で増設ずる 
子機番号を選ぶ 

(§) を巧す 

♦手順4で[テ機日(テ機/増設モニター)]を 
選んだ場合は、で[ワイヤレステ機] 
を選び、 （(§)) を押す 


続けて、約2分 LU 内に子機を操作ずる 
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増設ずる子機の操作 

接能 I を押す 

♦下記のどちらかを表示 

〇 


© 


子機増設 


ドアホン 

電話/ファクス 


機能設定 


の？ 

1操作説日月 
2子機の名前 


1/14 


■0 の場合 

①続けて 0) で[ドアホン]を選び、 

優)を押す 

■@①場合 

①続けてで[モ機増設]を選び、 

優)を押す 

⑤ © で[ドアホン]を選び、 

優)を}町 


圓 (g) 

国 


を押す 


登録完了 


終わったら、 

ドアホン親機の 


終了を押ず 























































(§) を押し、ご)で 
[登録]を選ぶ 

傷)を巧し、ご)で 

[子機/増設モニター]を選ぶ 

優)を押し、ご)で 

[子機日(子機/増設モニター)]を選ぶ 

♦モ機日 LU 外には登録でさません 

(§) を押し、こ)で 

[増設モニター]を選ぶ 



I登録び完了ずると、下記画面び表示 
される 

(モ機己として登録されまず） 


終わったら、 


を押ず 




別売機器 
との連携 


増設モニターを接続して巧う 

別売の増設モニター （ c ぞ84ページ)を増設でさます。 （1 台のみ） 


あ5かじめ増設モニターをドアホン親機に接続し、電源を入れておいてください。 

登録操作はドアホン親機のみで行いまず。 


1 M ■ 

〇 




絵了 


機能 


を巧し、 し で 


[登録/減設(削除)]を選ぶ 


((§)) を押し、下記のメッセージ 
画面を確認して問題なければ 
) で[巧へ]を選ぶ 



〔増設） 




登録完了 
子機6 


この 画面のまま、増設 モニターの 
接続や電源を確認してください 

そのあとで「次へ」を 
選択してください 


機能設定 


ドアホン親機に登録ずる 


増設モニターを接続して使う(増設) 
モ機を増やす(増設) 



除 

定定削 
定設設{ 
定設定の定の設 
設の設生設器減 
の音の再の機/ 
時出答画守続録 
日呼応録留接登 
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! iii 中継アンテナを設置ずる （ M ) 

モ機を使用ずるときに、通話の途切れや映像の乱れなどびある場合、別売の中継アンテナ 
(陪=呂4ページ)を設置すると症状を改善できることびあります。 

♦設置は最大2台まで。1台につき、子機を1台中継できまず。 

♦部屋の造りや壁などにより電波の届く範囲び変わります。ドアホン親機に登録したあと、中継 
アンテナの説日月書に従って適切な位置に設置して < ださい。 


〈電波のイメ ージと設置例> 

参ドアホン親機に中継アンテナを2台登録し、 ] 台をモ機1用、 ] 台をモ機2用に使うとき 


階 


2階 



□1 

子機 1 



口 

1 

1L 


が 讀 



或 


名 


子機2 


中継アンテナ吕 


■ ドアホン親機と電話/ファクス親機に、それぞれ中継アンテナを登録して使うとき 

テ機 ( VL-W 日□日)を電話/ファクス親機に登録したり、ドアホン親機と電話/ファクス親機を 
ワイヤレスアダプター機能で接続（ I ぷ已日ページ)すると、親機同±を電波で接続します。 
この場合、下記の設置例のよラに中継アンテナの登録び制限されます。 


登録でさる台数： 合計2台まで* 
中継アンテナ番号： 別の番号に※ 



(ドアホン親機への設置例） （電話/ファクス親機への設置例） 

《3台な上登録しているとさや、同じ番号になっているときは、ドアホン親機の画面 
表示でお知らせしまず。（应 M 01 ページ） 


• ドアホン親機と電話/ファクス親機の間には、中継アンテナは使えません。 

♦ 1台のモ機をドアホン/電話両巧で使ラ場合、両方の親機から電波び届きにくい場所に 
モ機を設置ずると、中継アンテナび2台必要でず。（両方の親機に登録び必要なため） 

•1 台の中継アンテナを、ドアホン親機と電話/ファクス親機の両方に登録することはでさません。 
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ドアホン親機に登録ずる 


3 


ドアホン親磯に続けて、約2分 ' L ソ巧に中継アンテナを操作してください。 

増設ずる中継アンテナの操作 


EB ® 


ドアホン親機の操作 


(D 


III 


機能 


を巧し、〇)で 


[登録/減設(削除)]を選ぶ 


機能設定 


曰時の設定 

晒中な /Tvsnj モー 

登録/減設（削除） 


(獲)）を押し、〇で[登録]を選ぶ 

(§) を押し、ご)で 
[中継アンテナ]を選ぶ 

(§) を押し、で増設ずる 
中継アンテナ番号を選ぶ 

(§) を巧し、で中継ずる 
機器を選ぶ 

♦中継ずる機器は、あとで変更でさる 
( C 穿47ページ「中継アンテナ」） 

({§)) を押ず 


続けて、約2巧 W 内に中継アンテナを操作ずる 


電源を入れた状態で、 

登録ボタンを約3抄間巧ず 

• 電波レべ j レ/登録ランプび緑点滅ずる 
♦登録び完了ずると、ランプび点灯に 
変わる 



終わったら、 


ドアホン親機のぉ了 を押ず 


中継アンテナを設置ずる(増設) 




























































月院機器 モ機 • 増設モニター • 
との連携 カメラ•中継アンテナを 


巧わなくなつたとき 


ドアホン親機から、それぞれの登録情報を削除(減設）してください。 




を巧し、で 

[登録/減設(削除)]を選ぶ 


機能設定 


曰時の設定 

陋中立 ミ n モ— 

登録/減設（削除） 



(§) を押し、で[減設(削除)] 
を選ぶ 




を押し、で減設する 
機器の種類を選ぶ 


減設（削除) 


モ 機/増設 モニター 減設 
カメラ減設 
中継アンテナ減設 
ワイヤレスアダプター機能解除 



(§) を押し、で機器ま号を 
選ぶ 

(例：モ機2を減設） 



@を巧す 

終わったら、 

終了 I を}田す 


子機をドアホン/電話両用で使っていたとき 

♦電話の子機としての利用ちやめるとさは、電話/ファクス親機か5も減設してください。 

-減設のしかたは、お使いの電話/ファクス親機の取扱説明書をお読み<ださい。 

♦ドアホン親機、または電話/ファクス親機のどち5か一ちか5減設して、電話専用または 
ドアホン専用子機として使うときは、必ず子機の「動作モード」の設定を変更してください。 

(例）ドアホン親機から減設して、電話専用で使ラとき 

♦ モ機の「動作モード」を「電話」に変更（ I 屈。 r モ機編」已已ページ） 

r 動作モード J を変更しないと、正しく動作しなかったり、電波表示が圍がとなって 
使えないことびありまず。 


V- v 



• 誤動作防止のため、減設後は下記のことを行ってください。 

• モ機の場合 ♦ 電池パックを外ず 

• 増設モニター-カメラ-中継アンテナの場合 ♦ 電源プラグや AC アダプターを抜く 
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? 雲な通話中•モニター中に 


別の呼び出しがあつたとを 


別の機器からの呼び出しは、通話中•モニター中に呼出音や画面表示などで通知されまず。 
通話中-モニター中の機器にのみ通知されるので、下記の操作で確認してください。 


(T 





または 


ドアホン2〜3 カメラ1〜4 

(別売品） （別売品） 


通話中.モニター中 



ドアホン！ 




呼び出してきた機器名(例：カメラ 1) 




通話中-モニター中に、 

別のドアホンやカメラか5呼び出しびあると 


呼出音び鳴り、モ ニ タ-び点滅ずる 


♦画面には、呼び出してさた機器名を表示 

呼び出してさたドアホンやカメラの映像を 
見るには 


モニタ- 


を巧ず 


• 元の通話やモニターび終了し、映像び 
切り替わる 

-ドアホンの場合- 


映像ととちに周囲の音び聞こえますび、 
こちらの声はドアホン側には聞こえません。 

• ドアホン側の巧手と話ずには 


通話を押ず 


百 


終わったら、 


終了 


を巧ず 


卜》 )お知日せ） 

• ドアホン通話を録音中に別の呼び出しびあったときは、呼出音び鳴りません。 


(モ。-の点滅と画面表おのみでお知らせしまず） 


通話中.モニタ—中に別の呼び出しびあつたとさ 
テ機.増設モニタ！カメラ.中継アンテナを使わなくなつたとき(減設) 
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駕 K 情報表巧画面について 


情報表示画面には、本機や本機に接続(登録）した機器などに関する情報び表示されます。 

♦情報表示画面は、待ち受け中(待機中）に （(§)) を巧ずと表示されまず。 

♦状態に応じて表示内容び変化ずるので、とさどさ表示を確認してください。 



:卜⑥ 


の ワイヤレスアダプター機能（防已6ぺージ) 
で接続した電話/フアクス親機からの電波 
状態を表おする 


強い 


電波状態表示 
弱い 


Til Ti て T 

I 」 


この範囲でご使用ください 


• 「圏外」のとさは下記のメッセージび 
表示され、 電話/ファクス親機での 
ドアホン通話や子機の電話機能び使え 
ません 


〇ワイヤレスアダプターが圏外です 
[►] で電話/ファクスを探す 

♦ 電話/ファクス親機の電源び入って 
いることを確認し、上記画面の状態 
で （3 を押して<ださい 

• 上記操作後ち「圍外」になるとさや電波 
び弱いとさは、電波の強い場所へ電話/ 
ファクス親機を設置し直してください 
.再び「圍外」になったとさは、再度 
上記画面で （ うを巧して<ださい 


⑤電気綻やエアコンなどの機器を接続し、 
ドアホン親機に登録してご使用の場合、 
各機器の状態を表示ずる （ 已4ページ) 


外部機器 


機器番号 

(登録した番号のみ表示) 


参施錠または ON ①とさ 1 — 緑 
参解錠または OFF のとき 卜 黒 


がラ呼出お音 


カメラ呼出音び鳴らない(消音)設定に 

なっているとさに表おずる 

(c 穿44ページ「カメラ呼出消音」設定） 

④テレビやレコーダーを接続してご使用の 
とさ、テレビやレコーダーとの通信状態 
を表示する 


〇テレビ ■レ]-が- 

^ N _ 

〇 (点灯）：通信していない状態 

え卜（点滅）：通信中 

• (消灯）：通信できない状態 

/接続またはテレビ/、 
レコーダーの 設定を 
\確かめて<ださい ノ 


⑥状態に応じたを意喚起メッセージを表お 
する（应=]0]ぺージ） 


⑥火災警報器、外部センサー、地震警報器の 
いずれかを接続してご使用のとさ、各機器 
からの通知履歴（日時)を確認でさる 
( B ^ 已2ページ） 
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必要な 

とさ 


お手入れ 


お手入れするときは、ドアホン親機の電源プラグをコンセン ト から抜いてください。 


柔らかい巧で、か5ぶさずる 

♦巧れびひどいとさは、柔らかい巧に水を含ませ、 
固く絞ってふいてください。 




参お手入れに、アルコール類-みびさ粉-粉せっけん-ベンジン-シンナー•ワックス-石油 
熱湯などは使用しないでください。また、殺虫剤-ガラスク U —ナー.ヘアスプレーなどを 
かけないで<ださい。（変色、変質の原因にな0まず） 




必要な 

とさ 


化樣 

ドアホン親機（モニター親機） 


電源 

AC 100 V (50 Hz /60 Hz ) 

消費電力 

待ち受け時：約1.日 W 
動作時 ：約8.巳 W 

がお寸法 （ mm ) 
(高さ X 幅 X 奥行） 

190 XI 6己 X 39 
(突起部除 <) 

質量 

約820巨 

使用環境条件 

周囲温度； 0 ° C 〜+40 °C 
湿度 ：日〇 %む下 

画面を 7 T ； 

已 .2 型 IPS - TFT カラー液晶 
ディスプレイ 

遍吉方式 

八ンズフ U —ち式 

取付方法 

露出壁挂卜け猩挂卜け金具付属） 

お線通信方式 

2.4 GHz 

周波数ホッピング方式 

A 接点出力※ 

定格負荷： 

AC、DC 24 V /0.3 A し U 下 
最小適用負荷： 

DC 5 V /1 mA 

センサー入力 

入力ち式：無電圧メイク接点 
検出確定時間： 0. 1秒！;(上 
接点巧抗値； 

•メイク時：巳00 0じ(下 
•ブレイク時：1已 kQ じ(上 
端モ間短絡電流： 5 
端モ間開放電圧 ： DC 7 

LAN インター 
フェース 

1日目 ase - T /1 日日巳 ase-TX 


■ ドアホン（カメラ玄関子機) 


電源 

ドアホン親機より供給 

夕协ミ寸法 ( mm ) 
(高さ X 幅 X 奥行） 

128 X 93 X 36.己 
(突起部除 <) 

質量 

約180吕 

使巧環境条件 

周囲温度； -10° C 〜+50 °C 
湿度 ：日0 %し^(下 

取付方法 

g 出 gu ; 

J 旧1個巧スイッチボックス 
(カバー付を)適合 

外観材質 

難燃樹脂 

最低被写体照度 

1ルクス 

(カメラから約巳0 cm じ(内） 

照明方法 

LED ライト(照明巧ランプ)、 
赤外線 LED 


• 子機の仕様は「モ機編」の68ページに記載 
していまず。 


《ドアホンからの呼び出し時や、別売のカメラ • 
火災警報器-外部センサー-地震警報器の 
反応時に出力 


お手入れ/仕様 
情報表 I 术画面について 
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fr 別売品-推奨品一覧 

品まおよび価格は2009年日月現在のちのです。内容は追加-変更になる場合びあります。 

本機に接続できる電話/ファクスは已已ぺ一义カメラは巨〇ぺージ、 

，テレビ/レコーダーは巨9ぺージに記載していまず。 


国月!1売品 （ごを文は、お買い上げの販売店にお申し付け<ださい) 


製品名 

品番 

希望小売価格(税込） 

カメラ玄関子機 

露出型 

VL - V 已吕] L-S 

28,3己0円 

カラーカメラ 
玄関子機 

露出型 

V し - V 已目 4- K 、 VL - V 已6已 -K 

2己，200円 

埋込型 

V し - V 已已 2 -S 

44,940円 

音声玄関子機 

露出型 

VL-V 已〇 0 -K 

10,290 R 

増設モニター 

VL - V 6 已 0 K 

52,500 R 

ワイヤレスモニター子機 （ ドアホン/電話両用） 

VL - W 606 ^2 

29,4日日円 

ワイヤレス子機 (音声タイプ、ドアホン専用） 

VL - W 6 10 

12,600 R 

ワイヤレスモニター子機用電池パック 

KX-FAN 已]※3 

2,3]日円 

中継アンテナ 

KX - FAN 1 

12,600 R 

JEM - A アダプタ 

パナソニック電工(株）配管機材(事)扱い 

CZ - TA 2 

4,463円 

電気錠操作器 

バナソニック電工(株 ） HA ■ セキュ1」ティ（事)扱い 

WQN 4503 W 

52,500 R 


《 ] 付属のドアホン（カメラ玄関モ機)と同じ仕様です。 

《2付属のモ機と同じ仕様です。 

《3付属のモ機用の電池パックでず。（お買い上げの販売店にてお取り寄せとなります) 


■推奨品 


製品名 

品 番 

光るチャイム 

パナソニック 
電工(株)製 

EC 170 ( P ) 

メ□ディサイン 

パナソニック 
電工湘)製 

乾電池式 

EC 已吕吕 7 VV ( P )、 EC 已]] 7 VVKP 、 

EC 已347财 

AC 100 V 式 

EC 710 K 、 EC 721 K 、 EC 730 W *4 

回転打 

(株)バトライト製 

KJS -110. 

K 」 S 日-1 ] 日、 KES -1 10 

単独型 

住宅用火災警報器 
液報接点付き） 

パナソニック 
電工(株)製 

ねつ当ま 

SH 281 13、 SH 281 已 3 K 、 SH 381 已3 

けむり当ま 

SH 2841 3、 SH 284 已 3 K 、 SH 384 已3 

能美防災(株)製 

熱検知式 

FS し J 00 己 - S シ U —ズ 

煙検知式 

FSKJ 21 日 -S シ U - ズ 

移報接点アダプタ *5 

パナソニック 
電工(株)製 

SH 2890 

MAMORIE 

ワイヤレスセキュリティ受信器※ S 

パナソニック 
電工淋)製 

ECD 6101 K 

緊急地震速報受信装置 
デジタルなまず 

朋 )3 Soft ジャパン製 

SH 200 -J 


《4 EC 已347、 E 巳 730 VV はオートストップ機自封寸さです。 

はートストップ機能びない場合、30秒間チャイムび鳴動します） 

※已連動型の住ち用乂災警報器を本機に接続するためのアダプタです。 

接続でをる乂災警報器については、アダプタの説明書をご覧ください。 

《6ワイヤレスで、センサーとの配線び不要なセキュ U ティシステムです。 

接続でさるセンサー類は、ワイヤレスセキュ U テイ受信器の説明書をご覧ください。 
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fr ライセンスについて 

本製品には thttpd -2.2 已 b 、 Net 目 SD、Network Kanji 円 Iter で第三者よりライセンスされた 
ソフトウエアげ含まれており、下記の条件のちとに使用び許諾されています。 

LICENSE ISSUES 

This product uses some parts of thttpd-2.25b, NetBSD, Network Kanji Filter. 

The use of parts described above are licensed under the conditions below. 

<thttpcl-2.25b> 


Copyright 1995,1998,1999 ,2000 by Jef Poskanzer <jef@acme.com>. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that 
the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE ， DATA, 

OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF 
THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


<NetBSD> 


This product uses a part of NetBSD kernel. 

The use of a part of NetBSD kernel is based on the typical BSD style license below. 

Copyright (c) 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the foliowing 
acknowledgement: 

This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written permission. 


ライセンスについて 
別菱 g •推奨品 I 覧 
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必要な 

とさ 


ライセンスについて（つづを) 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF 
THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


However, parts of the NetBSD Kernel are provided with the following copyright notices. 


Copyright (c)1980,1983,1 988, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1 980, 1986,1989,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1 980, 1986,1991,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1980, 1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1982, 1985, 1986, 1988, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1982, 1986, 1988, 1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982, 1986, 1988, 1990, 1993, 1994, 1995 The Regents of the University of California. 

All rights reserved. 

Copyright (c)1982,1 986, 1988,1 990, 1 993, 1995 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 

Copyright (c)1 982, 1986,1 988, 1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1 986, 1988,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1986,1 988, 1 993, 1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1982,1 986, 1989,1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1982,1986,1989,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1 986, 1990,1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1986,1 990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1982, 1986, 1990, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1982,1 986, 1991,1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1982, 1986, 1991, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1982,1 986, 1991,1 993, 1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1982, 1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1982,1 986, 1993,1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
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必要な 

とさ 


ライセンスについて（つづを) 


Copyright (C) 2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright 1998 Massachusetts Institute of Technology. All rights reserved. 

Copyright 2001 Wasabi Systems, Inc. All rights reserved. 

Portions Copyright (c)1993 by Digital Equipment Corporation. 
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Copyright (c) 1980, 1986, 1989 Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1988 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
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Copyright (c)1999 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 
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Parts of the NetBSD Kernel are provided with the licenses that are slightly different from the above 
Berkeley-formed license. Please refer the source code of the NetBSD Kernel about the details. 

The source code of the NetBSD Kernel is provided by the NetBSD CVS Repositories 
(http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/)，and this product includes parts of the source code in the following 
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Network Kanji Filter. (PDS Version) 


Copyri 邑 ht (C)1 目 87, Fujitsu LTD. (Itaru ICHIKAWA) 
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Copyri 邑 ht (C) 2002 
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このソースのいかなる複写，改変，修正ち許諾します。ただし、その際には、誰が貢献したを示す 
この部分を残すこと。 

再配布和雑誌の付録などの問い含わせち必要ありません。 

営利利巧ち上記に反しない範囲で許可します。 

バイナ U の配布の際には version message を保存することを条件とします。 

このプ□グラムについては特に何のイ呆証ちしない、悪しからず。 

Everyone is permitted to do anything on this program including copying, modifyina, improvina, as Iona as 

you don't try to pretend that you wrote it. 

i.e., the above copyright notice has to appear in all copies. 

Binary distribution requires original version messages. 

You don't have to ask before copying, redistribution or publishing. 

THE AUTHOR DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE. 
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困った 
と壬 


困ったとを 


被写体び 

白黒ほたは青紫)っぽく 
映ったり、 

背景び緑っぽく映る 


I 夜間などドアホンの周囲び暗いとさに、ドアホンの 
LED ライトび消灯していると、色味び落ちるため、 
被写体び白黒(または青觀っぽく映りまず。 

また、外打などで明るいところや白い壁び緑っぽく 
映りまずび、故障ではありません。 

♦ 夜間など、暗いときはドアホンの LED ライトを 
点灯させて < ださい。 

■別売のドアホンで LED ライトび付いていない 
場合、この操作はでさません。 


人の顔び暗く映る 


I ドアホンを逆光になる位置に設置していると、来客 
の顔び暗く映り、識別しにくくなりまず。 

巧るさ/音屋 

♦ 映像表 TJT 中 


機能 I で逆光補正をして < ださい。 
■ 別売のドアホンで逆光補正機能びない場合、' 
この操作はでさません。逆光にならない 
.位置に、設置し直して < ださい。 ， 


映像びはっさりしない 
-焦点が合ねない 


I ドアホンのレンズカ；（一び巧れていませんか？ 

今柔らかい乾いた巧でふいてください。 

I ドアホンのレンズカバーび結露していませんか’ 
み周囲の温度び常温に戻れば回復しまず。 


映像全体び白っぽい、 
または黒っぽい 



• 明るさの設定は適切でずか7 

巧るさ/音量 

♦ 映像表示中に、 

さい。 


機能 


で明るさを調節して<だ 


映像び白っぽい、 
または 

白い線や輪が表示 
される 


ドアホンのレンズに太陽光などの強い光び当たると、 
見えにくくなる場合びあります。（故障ではありません） 
♦ 直接、太陽光び当たらない位置に設置して<だ 
さい。また、ドアホン全体の向きを変えること 
により症状び軽減される場合びありまず。 


画面を体がちらつく 


I ドアホンの近< に、堂光灯など交流電灯の照明び 
ありませんか？ 

♦ 周囲び暗くなってくると、照明によって画面び 
ちらつくこと（フ U ツカー現象）びあ0まず。 
(故障ではあ0ません） 


録画した画像の画質び^ 
粗い r 


18 枚録画の場合、]枚録画に比べて画質び粗 < なり 
まず。 

♦画質を優先したいときは、ドアホン親機で、 

「ドアホン録画数」の設定を「1初にしてください。 


原因と巧応 


こんなとを(症げなど) 


困つたとさ 
ライセンスについて 


17 
2 4 


引 




引 


II 

- が I 


画面表示(ドアホン映像) 
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困った 
と壬 


困ったとを（つづを) 


こんなとき(を状など） 


録画再生で、録画日時び^ 
となつている 


夜間に録画された 
ドアホン画像が暗い 


青画面(画像なし）び 
録画されている 


ドアホンの映像び映つ 
ているのに、ドアホン 
親機で通話や録画など 
の操作びでさない 


通話び途切れる 
または、 I 

ほとんど聞こえない 


原因と対応 ページ 


♦日付-時刻び設定されていません。 

♦ ドアホン親機で、日付•時刻を設定してください。1日 


♦夜間などは、ドアホンの画像表示に時間びかかる 
ため、画像び表おされる前に自動録画してしまラ 
ことびありまず。 

♦ ドアホン親機で、「録画開始時間」の設定を 45 

「遅い」にしてください。 


♦音声専用のドアホンを接続していませんか？ 

今自動録画機能により、呼び出し時に表おされる 
青画面び録画されます。 

「ドアホン自動録画」の設定で、音声専用ドアホン 45 
の自動録画を rOFF 」 にすることをお勧めします。 


♦電話/ファクスで、すでにドアホン通話やモニター 
をしていませんか？ 

♦ 電話/ファクスでドアホン通話やモニターをして 
いるとをは、ドアホン親機にも最大3分間映像び 
映りますび、通話や録画などの操作はでさません。 


♦自分の周0、または通話巧手の周0で、車や電車な 
どび通る音、ペットの鳴さ声、テレビの音、モ供の 
ミ立さ声など、大さい音びしていませんか？ 

♦周りの音び大さいと、通話び途切れることび 21 

ありまず。プレストーク通話に切り替えると、 

話しやず < な0まず。 


♦テ機との通話の場合 


• モ機背面のアンテナ部(内蔵)を 
手でおおっていませんか？ 

♦ アンテナ部から手を 
離してください。 


アンテナ部 



• モ機び、ドアホン親機から離れすざている、また 
はドアホン親機との間にコンクリート壁などの障 
害物びありませんか？ 

♦ ドアホン親機の近く、または障害物のない 
場所にモ機を移動させてください。 

移動でさないとさは、別売の中継アンテナを 
設置ずると改善でさることびありまず。 


12 
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-近くで電モレンジや無線 LAN 機器などを使って 
いませんか？ 

♦ 子機をドアホン親機に近づけてください。 ] 3 

または、これらの機器から離してご使用ください。 
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雑音(八ウ u ング)び 
聞こえて通話でさない 


♦通話中のホ目手との距離び近ずざると、雑音(八ウ 
1」ング)び聞こえまず。 

み少し離れた場所で通話してください。 


巧手に、こち 5 ①声び 
まった<聞こえない 
(こちらには巧手の 
音声が聞こえる） 


I プレストーク通話になっていませんか？（を）を表示) 


♦プレス!-ーク通話では、通話を巧して 


いる間だけ、巧手にこちらの声び聞こえまず。 


音声応答び 
ラま<いかない 



♦応答の声びルさかったり、「は一い」などの声を 
長く（約]秒じ(上)伸ばしずざると、ラまく応答 
でさません。 

♦ 「ピッ」と鳴るまで、声の大ささや長さを変えて 
応答してみてください。 


指定したモニター巧に 
つなびらず、 
r 着信中の000を 
表示しまず」と出て、 
別の機器の映像び 
表示される 


♦「鳴り分け」の設定 （ c 穿43ページ)で、「鳴らない」 
に設定した機器から着信中のため、着信中の映像び 
表おされまず。 

みモニター先を切り替えるには、 

<ださい。 


に矿 


を巧して 


カメラ モニターで 
映像び表示されない 


♦カメラびかくれンズ設定中または登録モード中に 
なっていませんか？ 

♦ カメラの機種によっては、上記の場合に映像び 
表示されません。（詳細はカメラの説明書） 
カメラ側でかくれンズ設定を解除、または通常 
モードに戻ったことを確認してから、モニター 
操作 （ B す日3ページ)をやり直してください。 


ドアホンや別売の 
カメラからの 
呼出音が鳴らない 


I 呼出音量び「切」になっていませんか？ 

♦ 呼出音量「切」を解除してください。 

I ドアホン親機の「鳴り分け」設定をしていませんか？ 
みドアホン親機で、「鳴り分け」設定を確認して 
<ださい。 

I カメラの場合、ドアホン親機の「カメラ呼出消音」 
設定をしていませんか？ 

♦ ドアホン親機で、「カメラ呼出消音」設定を確認 
して < ださい。 


こんなとを(症げなど） 


原因と巧応 



呼出音 


モニタ—(ドアホン•カメラ) 
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幫た困ったとを（つつを） 


留守設定したのに 
• 用件び録音されない 
•柏手に応答メッセー 
ジび流れない 


• お買い上げ時の設定では、留守設定時に録画のみを 
行い、応答メッセージち流れません。 

♦用件を録音ずるには、留守設定時に設定を変更 26 

して < ださい。 

• 録音は最大2已件です。未再生の留守録画と保護設定 
した画像のラち、音声付定画像び合計2已件あると、 

それな上は録音されません。 

(応答メッセージち流れません） 

♦ bll を巧して、未再生の留守録画を再生すると、 26 

録音でさるようになります。 


留守解除でさない 
(留守ランプの点滅び 
消えない） 

♦未再生の留守録画をずべて再生ずるまで、留守解除 

1 されません。 

"♦ S 3 を巧して、未再生の留守録画を再生して 
<ださい。 

留守ランプび 
通常より速く ■ 

点滅している 1 

•録音がいっぱい (25 件)で、これ上録音で重ません。 
h 録画はで重ます 0 

* ♦ S すを巧して、未再生の留守録画を再生して 

<ださい。 
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ワイヤレスアダプター 
機能で接続した 
電話/ファクスで 

• ドアホンの呼出音 
が鳴らない 

• ドアホン通話が 
途切れる 


26 


♦ワイヤレスアダプターの設定(増設）は完了して 
いますか？ 

♦設定を完了してください。 已己 

• ドアホン親機と電話/ファクス親機の間び離れずざ 

ている、または間にコンク U - 卜壁などの障害物び已7 
ありませんか？ 

♦ ドアホン親機で電波状態を確認し、電波の強い場所 82 
に電話/ファクス親機を設置し直してください。 

別売の中継アンテナで、親機同±の電波の中継は 
で定ません。 

♦近くで電モレンジや無線 LAN 機器などを使って ] 3 

いませんか？ 

♦ これらの機器から離してご使用ください。 

♦上記の操作を行ってち改善されないとさは、ドアホ ] 日 
ン親機の U セットスイッチを先端の細いをので押し 
てください。（ドアホン親機に録画した画像、登録 
した設定内容、応答メッセージなどは消えません） 

• ドアホンを3台ご使用の場合で、3台目（ドアホン 3) 

か5の呼出音び鳴5ないとさ 

•電話/ファクスでは、3台目（ドアホン 3) からの 一 

呼び出しは受けられません。 


ページ 


原因と巧応 


こんなとを(症げなど) 


電話/ファクスでのドアホン通話 
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こんなとき(を状など) 


原因と対応 


ぺージ 


接続機器び反応して 
いるのに、ドアホン親機 
や子機に通知されない 

• 通知音が鳴5ない 
• 通知画面が出ない 


♦配線に異常びある可能性びありまず。 

♦ お買い上げの販売店にご相談ください。 


外部センサー 
( MAMORIE ) び反応し 
ているのに、ドアホン^ 
親機や子機の通知音び r 
鳴りない、または鳴る 
のび遅い 


I ドアホン親機やモ機の通知音は、 MAMORIE の設定 
によって、鳴り出ずタイ S ングび異なりまず。 

今詳しくは MAMORIE の説明書をお読みください。 


地震警報器(デジタル 
なまず)び反応してい 
るのに、ドアホン親機 
や子機では、通知音や 
通知画面がずぐに 
(約已秒間で)終了して 
しまラ 


>デジタルなまず ( SH 200- J ) の外部接続端テは 
2ポートあり、接続ずるポートによってドアホン 
親機とモ機への通知時間び変わりまず。 

今詳し<はデジタルなまずの説明書をお読み 
<ださい。 


電気綻などの機器を 
施錠ほたは ON ) しても 
外部機器ランプが点灯 
しない 


► 


♦電気錠などの機器を、外部機器ボタンに2台登録 
していませんか？ 

今外部機器ランプは、登録された機器び1台の 
場合のみ、施錠（または ON ) 中に点灯しまず。 


已4 



電気錠などの操作 


火災警報器/か部センサ—/地震警報器との連 
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幫た困ったとを（つつを） 


カメラ/テレビ/レコー 
ダーと通信でさない 


♦ドアホン親機に、各機器び登録されていまずか？ 
♦登録しないと通信で舌ません。を機器を登録して 
<ださい。 

• ドアホン親機と各機器間の LAN ケースレび、正しく 
接続されていますか？ 

♦各機器の説明書を参照のラえ、正しく接続され 
ているか確認してください。 

♦ テレビやレコーダーとの通信びでさない場合は 
テレビやレコーダー側で、ドアホン親機との 
ネットワーク接続や設定ち確認してください。 
♦八ブをご使用の場合、八ブの Link ランプび消好して 
いませんか？ 

♦ 電源や接続を確認して<ださい。 

• J レーターをご使用の場合は次のことを確認してくだ 
さい。 

• ルーターの電源び入っていまずか？ 

♦ルーターの電源を入れてください。ルーター 
の DHCP 機能により、各機器の IP アドレスび 
自動的に割り当てられると、ドアホン親機と 
通信びで去るよラになります （ IP アドレスの 
取得には、3分程度かかる場合びあります)。 
ルーターの電源は苗に入れた状態にしておい 
て < ださい。 

• ルーターを再起動したり電源を入れ直ずと、 

各機器との通信びでさなくなることびありまず。 
今ルーターの電源び入っていることを確認し、 
ドアホン親機の U セットスイッチ（腐=16 
ページ)を先端の細いちので巧して再起動して 
<ださい。 

( ドアホン親機に録画した画像、登録した内容、 
応答メッセージなどは消えません） 

なに、カメラ、テレビ、レコーダーの電源を 
入れ直して < ださい。 

〈上記の確認後もカメラとの通信びできないとき〉 

♦カメラの設定画面やカメラ本体の初期化ボタンで、 
カメラをお買い上げ時の状態に戻していませんか？ 
♦ ドアホン親機で、カメラを登録し直してくだ 
さい。 


61 

70〜73 


已9 


61 


ページ 


原因と巧応 


こんなとを(症げなど) 


カメラ/テレビ/レ n — ダ—との接続(通信) 


ついて 


94 












こんなとき(を状など) 


原因と対応 


ぺージ 


カメラ モニターは でさ 
るび、センサー反応時 
の通知びこない 


► 


>カメラの r センサー選択」設定び 、 「OFF (センサー 
反応しない)」になっていませんか？ 

♦「 OFF 」 LU 外に変えてください。 

»ドアホン親機の r 鳴り分け」設定で、カメラからの 
着信を「鳴らない」に設定していませんか？ 

♦ r 鳴り分け」設定を確認してください。 

>カメラをテレビやレコーダーと連携させていて、 
テレビやレコーダーの操作で、カメラに登録してい 
たドアホン親機を削除していませんか？ 

♦ 誤って削除したときは、いったんドアホン親機 
からカメラの登録を削除し、再度カメラをドア 
ホン親機に登録し直してください。 


己巨 


43 


80 

61 


車び通るたびに 
センサーび反応ずる 


♦撮霞範囲に車や車のへッドライトび映ると、動作を検 
知して反応します。また、車の マフラー やボンネット 
は温度び高いため、已 nUU 上離れていてち、人感(熱） 
センサーび温度変化を検知すると反応します。 
♦できるだけ、カメラを車道に向けないよラに 
設置するか、角度を調節してください。 

♦ 動作検巧の場合、カメラによってはドアホン親機 
で「動作検巧範囲」設定びでさる機種ちあります。 
その場合は、車や車のへッドライトび映る範囲を 
検巧しないよラ設定を変更して < ださい。 

♦人感(熱)センサーの場合、カメラに付属の「セン 
サー範囲調整キャップ」を使って、検知範囲の 
調整びでさまず。（詳細はカメラの説明書） 


67 


正面方向からおづいて 
くる人を検知でをない 


I カメラのセンサーは、横からの動きは検知しやず<、 
正面からの動さは検知しにくくなっていまず。 
♦でさるだけ、カメラの前を人び横切るよラな 
場所に設置してください。 

♦ 正面方向から近づいてくる人を検知して映した 
いとさは市販の外部人感センサーをご使用くだ 
さい。（詳細は陪=カメラの説明書） 


人び通っていないのに 
人感(熱)センサーび 
反応ずる 


>換気扇やエアコンの室外機、給湯器などから吹き出 
る風や、風で動くよラな植木や洗雇物などびあると、 
人び通っていなくてち反応ずることびありまず。 

今カメラの設置場所を変えるか、カメラに付属の 
「センサー範囲調整キャップ」を使って、人感(熱） 
センサーの検知範囲を調整してください。 
(詳細はカメラの説明書） 



カメラのセンサ—反応について 


9已 










困った 
と壬 


困ったとを（つづを) 


原因と対応 ページ 


♦センサー検巧後、約日〇砂間は検知を行いません。（砂数は、 
カメラの機種や設定によって変わることびあります） 
♦カメラの「センサー選択」設定び 、 rOFF (反応しない)」 

または「外部人力」になっていませんか？ 

♦ 「人感(熱)+動作検畑に変えてください。 66 

参カメラび登録モードになっていませんか？ 

今登録モード中(約巳分間)は、センサー検巧を行いません。 68 
カメラによっては、カメラの電源巧入時や再起動時に 
登録モードになる機種びあります。登録モードになら 
ないようにするには、ドアホン親機で、カメラの「電源 
投入時の登録モード」設定を、「しない」にしてください。 
♦カメラにかくれンズ機能びある場合、かくれンズ 
設定中になっていませんか？ 

今かくれンズ設定中はセンサー検知を行いません。一 
カメラ側で設定を解除してください。 

(詳細はカメラの説明書） 


♦カメラを下記のよラな場所に設置ずると、誤動作 
することびありまず。 

•直射日光のあたるところ 

•冷暖房室外機の近くなど、温度変化の激しいところ 一 
•油巧れびついた0、蒸気びかかるところ 
-携帯電話など強い電波を発ずる製品の近< 

•外打の真下など、周囲の温度び高くなるところ 
•検知範囲に洗雇物、カーテン、植木、車などの 
動<ちのびあるところ 

•検知範囲内に、交通量の多い道路びあるところ 
•犬' 猫など、ル動物に対してち反応することびあります。 一 
• を場など、気温び低いと検知距離(已 m ) び長くなり、 

検知しすざることびありまず。 

♦ ドアホン親機で、カメラの「人感(熱)センサー 日巨 

感度」設定を、よりない感度に変更してください。 

♦センヴー検知範囲に雨や雪び入ると反応ずることび 
ありまず。 一 


♦人感(熱)センサーは、暗くなると動作ずるよラに 一 

なっていまずので、明るい環境では反応しません。 
♦下記の場合は、反応しないことびありまず。 

-前方にガラスなど、温度変化の検知を巧げたり、 

反射ずるよラな障害物びあるとさ 
人感(熱)センサーび 、•人感(熱)センサーに雪び付いたとさ 一 

反応しない r •正面ち向から人び近づいてきたとき （ B ぷ目已ページ 

「正面ち向から近づいてくる人を検知でさない」） 

♦夏場など、気温び高いとさは検巧しにくくなります。また 
を場など、厚手の服を着ていると検知しにくくなります。 

みドアホン親機で、カメラの「人感(熱)センサー感度」 66 

設定を、より高い感度に変更してください。 


人感(熱)センサーび 
誤動作ずる 


こんなとき(症げなど) 


センサーが反応しない 

• 人感(熱)センサーや ^ 
動作検知びはた5か ^ 
ない 


カメラのセンサ—反応について 


96 









こんなとき(を状など) 


原因と対応 


ぺージ 


人感(熱)センサーび 
反応しにくくなつた 


I 人感(熱)センサーの表面び巧れていませんか？ 
今表面を柔らかい乾いた巧でふいてください。 


動作検知び反応しない 


♦被写体の動さびルさい場合には、検知しないことび 
ありまず。 

♦ ドアホン親機で、カメラの「動作検知感度」設定 
を、より高い感度に変更してください。 

〈ライト付きのカメラの場合〉 

♦カメラの LED ライトび点なしたとさは、誤検知防 
止のため、最大2秒間は動作検知しません。 


66 


動 


作検知が誤動作ずる^ 


♦動作検知範囲に洗濯物、カーテン、植木など、風で動 
くちのや、車などの交通量の多い道路びあると、誤動 
作することびあります。また、犬や猫などのル動物に 
も反応することびあります。 

♦ ドアホン親機で、カメラの r 動作検知感度」設定 
を変更してください。カメラによっては「動作検 
知範囲」設定で検知範囲を調整でさる機種ちあり 
ます。その場合は設定を変更して<ださい。 

♦雪や雨び降っていると、反応ずることびありまず。 


巨巨 
67 


映像び適切な明るさに 
な5ない 



被写体びぶれる 


映像に白点または 
色のついた光の点び 
表示される 


カメラの設置場所の日月るさび、急激に変化しています。 
♦約]砂ほどお待ちください。自動で補正されます。 


♦動さのある被写体を映ずとぶれることびありまず。 
(故障ではありません） 

♦カメラを暗い場所で使用したり、暗い被写体を撮影 
しているとさは、シャッタースピードび遅くなり、 
被写体びぶれやず < なりまず。 

♦ 補助好などの設置をお勧めしまず。 

^ライト付きのカメラの場合を、照明としての ' 
、十分な光量はあ0ません _ 

♦カメラを暗い場所で使巧したり、暗い被写体を撮影 
しているとさは、画面全体に白点または色のついた 
光の点び生じることびあ0まず。 
(故障ではありません） 

♦ 補助灯などの設置をお勧めしまず。 

^ライト付きのカメラの場合を、照明としての ' 
十分な光量はあ0ません 


映像表示や録画び 
中断された 


i. 


♦カメラの機種によっては、撮影中に登録モードや 
かくれンズ設定になると、画像送信を終了しまず。 
このため、映像表おや録画び中断ずることびあり 
ます。（詳細はカメラの説明書） 


ついて/録画について 


カメラの映像表示 


カメラのセンサ—反応について 





















困った 
と壬 


困ったとを（つづを) 


こんなとさ(症状など ）I 原因と対応 ぺージ 


• 画面に r 展のモード J 
と表おされている 

• 呼出音が定期的に 
鳴る 

• 通話がでさない 

• ドアホン親機の機能設定で「展示モード」び設定され 
ています。 

k . ♦ 機能設定の r その他の設定」から「モード切替」を 

r 選び、「展示モード」の設定を r しない」にして 

<ださい。 

(設定のしかたは48、49ページ下） 

49 

停電のとさ 

使えまずか？ 1 

♦使えません。ドアホン親機は、日付-時刻び初期値 
k . に戻ることびありまず。 

r ♦ 戻ったときは、ドアホン親機の日付-時刻を 

設定して < ださい。 

19 

正しく操作しても _ 
動かない J 
動作びおかしい ■ 

♦直らないときは、ドアホン親機の底面にあるリセット 
k . スイッチを先端の細いちので巧して < ださい。 

r (録画した画像、登録した設定内容、応答メッセージ 

などは消えません） 

16 

ドアホン親機が 
動作しない 

• 映像び映らない 1 
• 呼出音が鳴5ない 

• 音声び出ない 

♦電源プラグびコンセントから外れている、または 
外れかけていませんか？ 

今電源プラグを一度外してから、しっかりとコン 
セントに差し込んでください。 
r それでち直らないとさは、お買い上げの販売店 

にご相談ください。 

♦電源直結工事をして、ご使用のとさ 
♦ お買い上げの販売店にご相談< ださい。 

— 

待ち受け中(待機中） 
なのに、ドアホン親機 
が操作できない 
(「ピピピッ」と鳴り、 
操作を受け付けない） 

♦別売の増設モニターをご使用の場合、増設モニター 
側び次の状態ではありませんか？ 

• カメラ着信中 

( ドアホン親機はカメラ着信を受けない設定） 
m •カメラモニター中 

• 録画した画像の再生中 

♦ 上記の場合、ドアホン親機側での操作はでさま 
せん。増設モニター側の操作び終わってから、 
やり直してください。 

— 

下記のあと、通信に 
ノイズび入るように 
なった 

• ドアホン/電話両用で 
使っていた子機を 
ドアホン親機または 
電話/ファクス親機の 
どち5かで減設した 

• ワイヤレスアダプ 

参ドアホン親機と電話/ファクス親機の距離び近ずざ 
ませんか？ 

♦ どちらを電波を使ラ機器のため、モ機経由 
m またはワイヤレスアダプター機能で接続した 

親機同±の接続を解除すると、お互いの電波び 
干渉ずることびありまず。親機同±を3 m じ(上 
離してください。 

— 


夕一の設定を解除 
(減就した 


その他 


98 













困った 
と壬 


こんな表示が出た5 


未再生の録音がいっぱいでず 
画像のみ録画しました 


保護画像でず 

保護をお除してください 


保護画像がいっぱいでず 
これ拟上保護でをません 



原因と対応 


>録音びいっぱい （2 已件)で、これ LU 上録音 
でさません。 

♦ 録音でをるようにするには、 


留守 


を押して、 


未再生の留守録画を再生して < ださい。 


♦保護画像のため、そのままでは消去でさ 
ません。 

♦ 保護を解除してから、消去してください。 

参保護画像びいっぱいに□件)になっています。 
♦別の画像の保護を解除してから、保護 
設定して < ださい。 

《保護を解除した画像は、新しい画像 
によって順次、消去されまず。 


留守の未再生画像があるため 

初期化でをません 

再生してか！5初期化して < ださし、 


不要なデータを消去中のため 
無効でず 



♦未再生の留守録画びあると初期化でさません。 
を巧して、未再生の留守録画を 


♦ 


留守 


再生してから、初期化をや0直して 
ください。 



I ドアホン親機内の録音データを整理中です。 
♦ しばらく待ってから、操作をやり直して 
<ださい。 

>カメラ/テ機/増設モニター/中継アンテナを登 
録時、またはワイヤレスアダプター機能で電 
話/ファクスを登録時、指定時間内に登録操作 
び完了しなかったため、登録に失敗しました。 
♦ 登録ずる機器の電源や接続を確認して、 
をラー度最初からや0直してください。 
♦ カメラ登録の場合、ドアホン親機の操作 
途中でカメラを登録モード X •にします。 
登録モード(カメラの機器インジケーター 
などびオレンジ点滅)になったことを確認 
してから、約已分じ(内にドアホン親機の 
残りの操作をしてください。 

※登録モードにする方法はカメラによって 
異なります。 （ C ^ カメラの説明書） 


登録できる AV 機器び 
見つか0ませんでした 



♦テレビやレコーダーを登録時、指定時間内 
に登録操作び完了していません。 

♦ 登録ずる機器の電源や接続を確認して、 
をラー度最初からやり直してください。 


こんな表 I 巧が出たら 
困つたとさ 



6 

2 


2 

3 


2 

3 


洗^ 


6 16 7 9 
已 6 7 7 7 


W の 
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困った 
と壬 


こんな表示が出た6 (つづを) 



接続で走ませんでした 
LAN ケーブルの接続を 
確認してください 


原因と対応 I ぺージ 


• LAN ケーブルび接続されていません。 

♦ LAN ケーブルの接続を確認してください。已日 

► ♦カメラ/テレビ/レコーダーまたはネット 
ワーク機器（ブ□ー ドバンドルーターなど） 

の電源び入っていません。 

♦カメラ/テレビ/レコーダーまたはネット ー 

ワーク機器の電源を入れてください。 


カメラ番号 （1 〜 4) 


カメラ(リこ 
接続でぎません 




接続でをません 


• ドアホン親機とカメラ間び正しく接続されて 
いない、または八ブやルーターをご使用の 
場合に、それらの機器の電源び入っていない 
などの可能性びあります。 

♦ 日4ぺージの「カメラ/テレビ/レコーダー 
と通信で去ない」の項目を参照のラえ、 
接続や電源を確認して < ださい。 



♦カメラとの通信で、なのことび考えられます。 
カメラ側の状態を確認してください。 

• カメラの電源び切れている 
♦ カメラの電源を入れてください。 

• カメラ側にない機能を設定しようとした 
( B ^ 己日〜日8ぺージ） 

•カメラにかくれンズ機能びあり、かくれ 
ンズ設定中になっている 
♦ カメラ側で設定を解除してください。 
(詳細はカメラの説明書） 


■通話やモニター終了時に 
下記の表示び出る 


ぶ 

火災警報器が反応しました 



♦义災警報器、外部センサー、地震警報器び 
反応していないか、確認してください。 

参火災警報器、外部センサー、地震警報器び 
> 反応していない場合は、配線に異常びある 
可能性びありまず。 

♦ お買い上げの販売店にご相談ください。 


已2 
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地震速報を受信しました 




























♦な下は、情報表示画面 （B 穿82ページ)、ネットワーク情報画面 （C 穿48ページ)、カメラ詳細 
情報画面（应=68ぺージ)を表おさせたときに、機器の状況に応じて表おされる内容でず。 


原因と対応 


ぺージ 


IT ;1 おけ对 接続を確認してください 

'情報表示画面/ネットワーク情報' 
_画面/カメラ詳細情報画面 . 


I LAN ケーブルび接続されていません。 

♦ LAN ケーブルの接続を確認してください。 
>カメラ/テレビ/レコーダーまたはネット 
ワーク機器（ブ□ー ドバンドルーターなど） 
の電源び入っていません。 

♦ カメラ/テレビ/レコーダーまたはネット 
ワーク機器の電源を入れてください。 


已9 


設定を確認してください 

■情報表示画面/ネットワーク情報' 
_画面 . 


Iドアホン親機と同じ IP アドレスび、ほかの 
ネットワーク機器にも使われていまず。 

♦ ドアホン親機の IP アドレスを確認し、※ 
ほかのネットワーク機器と IP アドレスび 
重複しないよラに、再設定して<ださい。 
《ドアホン親機の IP アドレスを確認 
ずるには 

(11^48 ぺージ「ネットワーク情報」） 


〇時計を設定してください 

(情報表お画面） 


1 


I曰付-時刻び設定されていません。 
♦ 日付-時刻を設定してください。 
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中継アンテナ番号 （1 〜 2) 


〇中継アンテナ1:1:|の登録び 
電話とドアホジで重複しています 

(情報表示画面） 


■ド 

!► ^ 


ドアホン親機に登録している中継アンテナ 78 
または 2) び、電話/ファクス親機にち 
じ番号で登録されていまず。 

どちらかの中継アンテナを減設し、別の 80 
番号で登録し直して < ださい。 


◊中継アンテナ1,吕の登録が 
電話とドアホンで重複しています 

(情報表お画面） 



>ドアホン親機に登録している2台の中継アン 78 
テナび、電話/ファクス親機にち同じ番号で 
登録され、ドアホン親機と電話/ファクス 
親機で合計3台!;I上登録されています。 

♦ 中継アンテナは、合計2台までしか登録 
でをません。 

合計2台じ(下になるよラ、どちらかの 80 

中継アンテナを減設して < ださい。 


こんな表 I 巧か出たら 
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腎保証と アフターサービス 〔よくお読みください 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 

転居や贈答品などでお困0の場合は… 

♦修理は、サービス会社-販売会社の 
「修理ご相談窓口」へ！ 

♦使いかた-お買い物などのお問い合わせは、 
「お客様ご相談センター」へ！ 


■ 保証書(別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、 
お買い上げの販売店からお受け取りください。 
よくお読みのあと、保管してください。 

保証期間：お買い上げ曰から本体1年間 
ただし電池パックは、消耗品ですので保証期間内 
でも「有料」とさせていただをます。 

■ 補修用性能部品の保有期間巨さ] 

当社は、このワイヤレスモニター付テレビ 
ドアホンの補修用性能部品を、製造巧ち切り 
後7年保有していまず。 

を)補修巧性能部品とは、その製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 


修理を依頼されるとき 


本書の8 日〜 101ページ、「モ機編」の 日日〜 77ページに従ってご確認のあと、直らないとさは、 
まず電源プラグと AC アダプターを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 


♦保証期間中は、 保証書の規定に従って、出張修理をさせて 
いたださます。 

♦保証期間を過ざているときは、 修理すれば使用でさる製品 

については、ご要望により修理させていただきます。 

下記修理料金の仕組みをご参照のラえ、ご相談ください。 

参修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されていまず。 

MPtl は、 診断-故障個所の修理および部品交換-調整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる費巧です。 
は、 修理に使用した部品および補助が料代です。 

は、 お客様のご依頼により製品のある場所へ技術者 
をが遣する場合の費巧です。 


部品代 

alPF 


ご^| 

!絡いただきたい内容 

製品名 

ワイヤレス モニター付 
テレビドアホン 

品番 

VL - SWN 352 KL 

お買い上げ日 

年月日 

故斷巧況 

でさるだけ具体的に 



• 停電などの外部要因により、録画、録音、 
通話などにおいて発生した損害の補償 
については、当社はその責任を負えな 
い場合もございますので、あらかじめ 
ご了まください。 


ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

ノけソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への 
対応や修理、その確認などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、折り返し 
電話させていただくとさのため、ナンバー•ディスプレイを採用しています。なお、個人情報 
を適切に管理し、修理業務などを委託する場合や正当な理由びある場合を除去、第=者に提供 
しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


r メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 
http :// panasonic . co . jp / pcc / contact / inquiry / la _ index.htnnl 


修理に関ずるご相談 

使いかた-お買い物などのご相談 

バナソニック修理ご相談窓 □ 

バナソニックお客様ご相談 センター 

譜基 S 因0570 -087-087 

•呼出音の麵こ NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話- PHS ■ IP/ ひかり電話等、ナビダイヤルげご利 
用できない場含は、最臺りの修理ご相談窓口に直接おかけ 
<ださい。 

.最養りの修理ご相談窓口は、なページをご覧ください。 

3色已曰/受付9日ま〜20日寺 

電話 ミ品 レ^ 01 20-878-365 

■携帯電話. PHS でのご利用は… 06-6907-1 187 

FAX 茹ル【め】 01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays /Sundays / national holidays) 
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※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 



SS 0570 - 087-087 


•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 

•携帯電話’ PHS ■ IP / ひかり電話等、ナビダイヤルがご利用でさない堤含は、 
最寄りの修理ご相談窓口に直接おかけください。 


•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓口に転送させていただく場合びございます。 


化巧道地 


ネし幌 札幌市厚別区厚別南 

2 下目] 7-7 

巧 (011)894-1251 

旭 jl | 旭川市 2 条通 16 T 目 
1166 

巧 (0166)22-3011 


ま化 


青森 青森市大字お田字豊田 
364 

巧 (017)775-0326 

秋田 秋田市が姐り I 字ル谷地 
3-1 

巧 (018)868-7008 

岩手 盛岡巿励 II 己 T 目 1-43 

巧 (019)645-61 30 


首都 


楠木 宇都宮市上戸祭 3 T 目 

q .] Q 

巧 (028)689-2555 

群馬 前橋市箱田町 32 己-] 

巧 (027 に 54-2075 

気城 つくば巿筑穂 3 T 目 1 已 -3 

巧 (029)864-8756 

埼玉 欄 II 市赤掘 2 T 目 4-2 

巧 (048)728-8960 

千葉 千葉市中央区末広 5 T 目 
q_i=j 

巧 (04 ぶ 208-6034 


石リ|金ミ尺市玉鲜 2 T 目 
266き地 

巧 (076)280-6608 

富山富山市根塚町1了目 1-4 

_ 。(〇 76)424-2549 

福井 福井市問屋町 2 了目 14 

0(0776)21-0622 

長野松本巿蔚ヒ 7 T 目3-リ 

巧 (0263)86-9209 

静岡静岡市奠区千代田 7 T 目 

7-5 

巧 (054 に 87-9000 


帯広 帯広市西 20 条化 2 T 目 

っご.つ 

巧 (0155)33-8477 

Bfl 函館市西お梗日 89 番地 241 
(函館流通卸センター内） 

巧 (0138)48-6631 


宮城仙台市宮城野区扇町 
7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山形山お市平清水 1 T 目]-7已 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島郡山市亀田]了目日 1-1 己 

0(024)991-9308 


東京東京都世田谷区宮巧 
2 了目2目-17 

巧 (03)5477-9700 

山梨 甲府市宝 1 了目 4-1 3 

0(055)222-5822 

巧奈川横お市港南区曰野己 T 目 

3-16 

巧 (045)847-9720 

新漏新漏市東区東明 1T 目 

8-14 

0(025)286-0180 


愛ミ日名 古屋市瑞穂区塩入时 
8-10 

S (052)819-0225 

岐阜 岐阜市中蘭 4 了目 42 

_ 巧 (05 が 278-6720 

高山 高山巿巧岡 町 3 T 目 S 2 

巧 (0577)33-061 3 

王重 津市义居野村町字山神 
421 

巧 (05 が 254-5520 


蕊賀栗東巿霊仙寺1了目 1-48 

巧 (077)582-5021 

京都京都市伏見区竹田中川原町 

71-4 

0(075)646-2123 

大阪大阪市城東区関目 2 T 目 

1 5-5 

S (06)6359-6225 


奈良 大和郡山市筒井町 
800 番地 

巧 (0743)59-2770 

巧 歌 山 和歌山巿中島 499-] 

巧 (073)475-2984 

兵庫神 戸 巿須磨区弥栄台 

打目] 3-4 

巧 (078)796-31 40 


鳥取 鳥取市を長 29 己- 1 

巧 (0857 に 6-9695 

米子 米モ市米原 4 T 目 2-33 

巧 (0859)34-21 29 

ネ公江 お江市平成町 182 番地 
14 

0(0852)23-1128 

出雲 出雲市渡橋 町416 

巧 (0853)21-31 33 


浜田 お田市下府町 327-93 

巧 (0855 に 2-6629 

岡山 岡山市田中 138-1 10 

巧 (08 が 242-6236 

広島 広島市西区南観音 1 T 目 

13-5 

巧 (082 に 95-5011 

山 □ 山□巿ル郡下郷 220 -1 

0(083)973-2720 


_ ujHl 

香 jll 高松市賴使町 1 已 2-2 

巧 (087)868-6388 

徳島 德島市ホ浜 2 T 目 36 

巧 (088)624-0253 


高知 高が市仲田町 2- 16 

巧 (088)834-31 42 

愛媛愛媛県伊予郡祗部町八倉 
7 己- 1 

巧 (089)90 日-7544 


福岡 き日市き日公園 3 T 目 48 

巧(092)日93-90：36 

佐賀佐賀市離島町大字 
八戸字上深 町3 日 44 

S (0952)26-91 51 

長崎 長崎市東 町191 目- 1 

S (095)830-1 658 

大分 大分市款原 4 T 目 8-3 已 

巧 (097) 日日 6-381 日 

宮崎宮崎市本郷北方宇草葉 

2099 -2 

巧 (0985)63-1 213 


貪旨本 熊本市健軍本の 12-3 

巧 (096 巧 67-6067 

天草天草巿港町 18-1] 

巧 (0969)22-31 25 

鹿巧島 鹿お島市与次郎1了目 

5.っつ 

巧 (09 が 250-5657 

大島 奄美市名瀬朝仁町] 1- 吕 

巧 (0997) 日 3-51 01 



保話とアフタ—サ—ビス 


所在地、電話ま号がを更になることがちりまずので、あらかじめご了承ください。 


1108 
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腎 Quick Reference Guide 


Parts Descriptions 


r \ 

VL-MWN352KL 





ソ 


D Display 

日 Navigator button 

(@) Set button 
回 Speaker 

囚き内巧 Intercom button 

巧るさ/音量 

日 機能 Function/Brightness/Volume 
button 

回 Voice chanae button & 

indicator 

Q 體 External button & indicator 
(To lock/unlock the door, and etc.) 

回 OFF button 

回 Talk button/Conversation indicator 

田 ] 惜守 I Auto Answer button & 
indicator 

m 因 Monitor button & indicator 
旧 I 巧生 I Playback button & indicator 

阳 I 録画 I REC button 
旧 Microphone 



il Lens cover 
曰 Camera lens 
回 Call button & indicator 
口 Microphone 
曰 LED lights 
同 Speaker 
H Panel 
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Basic Operations 


# The number after the button shows the location of the button described in the previous page. 

■ To answer a door call 

When the ringer tone is heard and the display turns ON, press 

■ To monitor outside images 

Press I に夕 -| (IQ). (To talk to the visitor, press 


通話 


(回). 


通話 


• An optional camera or more than one optional doorphone is connected 

After press に夕 - ， select a desired doorphone using ( ) ( 且 ) and press 獲 ) 归 )' 

■ To monitor camera images 

After press モニタ-， select a desired camera using i ) and press (@). 

■ To answer a call from a camera 

When the ringer tone is heard and the display turns ON, press 

■ To record the displayed image 

Press I 録画 ]( 旧 ) while the image is displayed. 

■ To set up the Auto answer system 

晒) 


モニタ . 


When you leave home, press 


留守 


To record visitors' messages 

(回). ♦ Select [あり個思画像と音声 ] using , then press . 


After press 


留守 


press 


機能 


To cancel the Auto answer system 

When you return home, press 


留守 


• When there are no new recorded images, the Auto answer system is canceled and the Auto 
answer indicator turns OFF. 

• When there are new recorded images, the Auto answer indicator flashes. 

今 The recorded images are automatically played back. 

(When all new recorded images are played back, the Auto answer system is canceled). 

To play back new images when the Auto answer system is deactivate and the 
Playback indicator flashes. 

Press 1 再生 I ( 旧 ). A Press (@) . ^ Play back the image using . 

• When an optional camera is connected, and both the doorphone and camera have new images 

Select a desired item using ♦ Press (@). ^ After press (@), play back 


Press 


再生 


the image using ドう . 


■本機は日本国内用です。国外での使用に対するサービスはいたしかねまず。 
■ This product is designed for use in Japan. 

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan. 


GUIOI< F^eferenoe Guide 
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腎さ < いん 



A 接,亩'出力 . 47,已3 

JEM - A アダプタ . 已1,84 

JEM - A 対応機器 . 已] 

LED ライト . 18 

PC モ ー K . 49 

QR コード . 8, 3已, 38 

Quick Reference Guide . 104,] 〇已 


あ行 


明るさ設定（ドアホン） . 21 

明るさ設定(カメラ） . 67 

位置表おランプ . 18 

移報接点アダプタ . 已1,84 

液晶ディスプレイ（モニター画面）….16,17 

お客様ごホ目談センター . 102 

お手入れ . 83 

音声応答 . 20, 44 

音量(音の大ささ）を変える . 21,41 



回転打 . 已0,已3, 84 

外部機器 . 已4 

外部センサー . 已1,已2 

乂災警報器 . 已1,已2, 84 

画像 

•自動更新 . 29 

♦再生 . 2己，30, 3] 

•保護/保護解除 . 32 

•消去 . 32 

画像全消去 . 48 

カメラアドレス . 68 

カメラ検知履歴 . 68 

カメラ再起動 . 68 

カメラ詳細情報 . 68 

カメラ調整モード . 67 

カメラ登録モード入 . 68 

カメラモニター . 63 

カメラ呼出消音 . 44 

カメラレンズ . 18 

機能設定一覧表 

• ドアホン親機 . 44〜4日 

•カメラ烟 j 売品) . 日日〜日8 

逆光補正（ドアホン） . 21 

逆光補正(カメラ） . 67 



減設(削除） 

•子機/増設モニター/ 


減設(削除） 

•子機/増設モニター/ 

カメラ/中継アンテナ . 80 

•テレビ/レコーダー . 7已 

•ワイヤレスアダプター機能 . 已8 

モ機増設 . 7曰 

モ機減設 . 80 

モ機の名前 . 47 



再起動（ドアホン親機） . 16 

再生 

•画像の再生 . 30 

•再生画面の見かたと再生中の機能.. . 3] 

再生音量 . 31 

再生ランプ点滅 . 4已 

自作応答消去 . 46 

自作応答録音 . 28, 46 

地震警報器 . 已1,已2, 84 

室内通話（ドアホン室内通話） . 33 

室内呼 . 22, 33 

自動録画 . 24,己4 

修理ごホ目談窓口 . 102,103 

手動録画 . 2已，己已 

受話音量 . 21 

仕様 . 83 

消去(画像） . 32 

情報表お画面 . 82 

照明（ドアホン） . 21,47 

照明(カメラ） . 68 

人感(熱)センサー感度(カメラ） . 66 

乂ピーカー 

(ドアホン親機/ドアホン） . 16,18 

設定と登録の U セット（カメラ） . 68 

設定の初期化（ドアホン親機） . 48 

センサーカメラ . 已1,日0 

センサー選択(カメラ） . 6曰 

センサー入力 . 47 

操作ガイド . 17 

操作ガイド表お . 49 

増設 

•子機 . 76 

♦増設モニター . 77 

♦中継アンテナ . 78, 79 

♦カメラ . 61 
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は巧 


増設モニター . 已 a 77, 84 

相談窓口 . 102,103 



ただいまコール . 18 

中継アンテナ . 78-80, 84 

通話転送（ドアホン通話） . 22 

通話ランプ . 16 

テレビ . 已]，已9, 69 ~ 7], 73〜7已 

電気結 . 已1,已4 

電気綻操作器 . 已1,84 

電源投入時の登録モード(カメラ） . 68 

展示モード . 49 

電池パック(モ機） . 84 

電波状態表示 . 82 

電話機接続 . 已已〜已8 

ドアホン（カメラ玄関モ機） . 18 

ドアホン親機(モニター親機） . 16 

ドアホン室内通話 . 33 

ドアホン自動録画 . 4已 

ドアホン照明自動点打 . 47 

ドアホン接続 . 46 

ドアホンの名前 . 46 

ドアホンモニター . 23 

ドアホン録画数 . 4已 

動作検知感度(カメラ） . 日日 

動作検知範囲(カメラ） . 67 

登録(増設） 

•子機 . 76 

•増設モニター . 77 

•中継アンテナ . 78, 79 

♦カメラ . 曰] 

•テレビ . 70 

• レコーダー . 72 


な巧 


鳴 D 分け . 43, 44 

曰時設定 . 19 

ネットワーク情報 . 48 


は巧 


光るチャイム . 已 a 已3, 84 

日付•時刻を合わせる . 19 

ファクス接続 . 已已〜已8 

プレストーク通話 . 21 

別売品-推奨品一覧 . 84 


ボイスチェンジ . 21,44 

保護/保護解除 . 32 

保証と アフターサービス . 102 

マイク（ドアホン親機/ドアホン） ....... 16,18 

マルチフアンクシヨンキー . 17 

みえまずねつと Lite . 34, 48, 68 

みえまずねつと Lite 解除 . 36, 39 

みえまずねつと Lite 情報表示 ........ 37, 40 

みえまずねつと Lite 設定 . 36, 39 

みえまずねつと Lite 登録 . 35, 38 

水抜き巧 . 18 

メ□ディサイン . 已□，已3, 84 

モード切替 . 49 

モニター(様子を見る） . 23, 63 


モニター画面(液晶ディスプレイ）….16,17 



呼出音(種類を変える） . 42, 44 

呼出音量 . 41,44 



U セツトスイツチ .] 曰 

留守応答音量 . 4曰 

留守設定/解除 . 26 

レコーダー . 已1,已日，6日，72〜7已 

レンズ カバー . 18 

録画-録音 

• 自動録画 . 24, 64 

•手動録画 . 2已，6已 

•留守設定して録画-録音ずる... 2日，27 

•録画 • 録音の自動更新 . 29 

録画開始時間 . 4已 

録画件数おり分け . 46 

録画日時 . 31 

録画曰時表お . 4已 

録画る号 . 31 



ワイヤレスアダプター機能 . 已已〜已8 

ワイヤレスセキュ U ティ受信器 
( MAM 0 RIE ). 已], 84 








































































■ 別売品は 84 ページをご覧ください。 


愛情点検 

長年ご使用のワイヤレスモニター付テレビドアホンの点検を！ 





こんな症状はありませんか 


ご使用中止 

口 

♦電源を入れてを動かないことびある。 

♦こげ<さい臭いや異常な音、振動びずる。 

♦電源プラグやコード、 AC アダプターび熱を 
持っている。 

♦曰付-時刻の表示び大幅に<るラことびある。 
♦その他の異常や故障びある。 

► 

故障や事故防止の 
ため、 電源 プラグと 
AC アダプターを抜 
いて、おず販売店 
に点検をご相談 < 
ださい。 





便利メモ (おぼえのため、記入されると便利でず) 


♦ Bluetooth は Bluetooth SIG , Inc . の米国およびその他の国における登録商標または商標でず。 

♦ QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標でず。 

♦その他、本書に記載の会社名•□ゴ•製品名•ソフトウエア名は、各会社の商標または登録商標です。 


パナソニックコミュニケーションズ株式会社 
コミュニケーシヨンネットワークカンパニー 

干 812-8531 福岡市博多区美野島4 T 目 T 番日2号 
© Panasonic Communications Co., Ltd. 2009 

巧 WN352KL 朱 
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販売店名 


電話 （ 


■本機は日本国内用でず。国外での使用に対ずるサービスはいたしかねまず。 
■ This product is designed for use in Japan . 

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan . 
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结お！^活•(マ '、 Tfv 乂麵蕉論) 












































